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研究の概要

この研究は、メタ認知の認知的側面に意欲や動機付けという

情意的側面を付加した「自己評価能力」が高まる学習活動の展

開の在り方を明らかにし、生きる力をはぐくむ「総合的な学習

の時間」の充実に役立てようとするものである。

本年度は、自己評価能力が高まる学習活動の展開に関する指

導試案に基づく指導実践を行い、手だての有効性を検討した。

その結果、児童生徒が自己を見取る「認知力」や「方法の理

解 、自己を見取ることの意義や有用性をとらえる「価値の把」

握 、進んで自分を評価し自己の向上や成長に役立てようとす」

る「評価の態度」等に改善が認められ、本研究が自己評価能力

を高め、生きる力の育成に資することが確かめられた。

キーワード：生きる力 自己評価能力 メタ認知 自立や自己改善を促す指導・援助

学習活動と評価活動の一体化 ポートフォリオの活用



はじめに
「総合的な学習の時間」では、自ら課題を見付け、自らの方法をもって追究し、試行錯誤しながら

、 。解決していく活動をとおして 主体的・創造的に生きていく力を身に付けることが求められています

そこでは、児童生徒が自ら学習活動を振り返り、自らの学習活動の改善を図ったり、軌道修正したり

していくための自己評価能力が重要となります。それは、学校教育の範ちゅうにとどまるものではな

く、生涯にわたって生きる力の基盤となるものと考えます。

近年、学習や評価に対する考え方も大きく変わり、自己評価や相互評価といった児童生徒を主体に

考えた評価を位置付けた学習活動も積極的に展開されています。しかし、その多くは、評価の形態や

方法にかかわる工夫にとどまり、評価をどのように生かし機能させていくかという視点からの取り組

みは十分とは言えず、評価が学習活動と一体化し児童生徒の自己評価能力の高まりを生み出すという

状況には至っていません。

このような状況を改善するためには 「総合的な学習の時間」において、児童生徒が学習活動のプ、

ロセス全体を通じて自己を見取り、見取りの結果で自ら課題の修正や方法の改善をしながら主体的に

学習を進め、自己の向上や成長に役立てていくための自己評価能力が高まる学習活動の展開の在り方

を究明していく必要があると考えます。

そこで、この研究は、自己評価能力が高まる「総合的な学習の時間」の学習活動の展開の在り方を

明らかにし、生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」の充実に役立てようとするものです。

Ⅰ 生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」に関する基本的な考え方
１ 生きる力と「総合的な学習の時間」

教育課程の基準の改善の基本的な視座は 「各学校がゆとりある教育活動を展開するなかで、児童、

生徒に『生きる力』をはぐくむ」ことにあります。生きる力は全人的な力であることを踏まえ、国際

化や情報化をはじめ社会の変化に主体的に対応できる資質や能力を育成するために教科等の枠を超え

た横断的・総合的な学習をより円滑に実施するためのまとまった時間の確保が必要とされました。

そこで 「生きる力をはぐくむ」という、今次改訂の趣旨を実現する極めて重要な役割を担うもの、

として創設されたのが「総合的な学習の時間」といえます。そのねらいは 「自ら課題を見付け、自、

ら学び 自ら考え 主体的に判断し よりよく問題を解決する資質や能力を育てること であり 学、 、 、 」 、「

び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態度を育て、自

」 。 、 、己の生き方を考えることができるようにすること です 換言すれば ここに掲げられた資質や能力

、 。態度こそが 21世紀に生きる児童生徒に求められる生きる力の中核をなすものと理解することができます

また、生きる力をはぐくむうえで、重要となる概念は「自ら」ということです。生きる主体は一人

一人の児童生徒「個」であり 「総合的な学習の時間」における問題解決活動の主体も「自ら」であ、

り、そしてそれは「自己」の生き方に帰結するものでなければなりません。自分自身が自らの学習活

動を「見取りつつ、改善修正を加えながら学習を展開していく」主体者になることが求められるのです。

そこで、本研究で目指す生きる力を「自分自身を的確にとらえ、自己の在り方や生き方について深

く考え、よりよい方向に自らを改善したり、軌道修正したりすることのできる資質や能力」ととらえ

ることとします。



２ 自己評価能力を高めることの意義

本研究で目指す生きる力をはぐくむためには 「自分で自分（の活動）をモニターし、価値付け、、

活動に反映させる」自己評価が重要であり、とりわけ【図１】に示すとおり、問題解決に際し、行為

者である「自分」を、プロセス全体をとおして高次な

（meta）次元から眺め、修正を迫ってくるような認知

行為、つまり「メタ認知 」を高めるこ（meta recognition)

とが大きなねらいの一つになります。

メタ認知について、梶田・古川（1995）は「自己の

認知過程を対象化して、制御する心理的な働き。自分

の活動をチェックしたり、活動の結果を予測したり、

活動を評価し、現実世界に照らし合わせて、問題解決

の意図を調整したりする様々な活動を含む。つまり認

知過程全体を対象化し、モニターし得る人間の統制機能」と定義します 。（ １）

自己評価は、まさにこのようなメタ認知過程と同機能を有しているということができ、このような

能力を十分に身に付けた児童生徒は、問題の所在を明確にし、解決の方略を見いだすことができ、こ

れまで身に付けてきた知識や技能をどう応用すれば新たな課題を解決できるかの判断が可能となります。

本研究では、技能としての能力であるメタ認知の認知的側面に意欲や動機付けという情意的側面を

付加して「自己評価能力」をとらえ、研究を進めることとします。

３ 自己評価能力の構成要素のとらえと高まった姿

自己評価をメタ認知過程でとらえ、メタ認知の理論から自己評価の機能及び役割を説明してきた例

は多く、そのなかで下山（1988）は、自己評価能力の要素として次の三つをあげています 。（２）

(1) 目標の認知－達成すべき目標や課題を知ること

(2) 自己能力の認知－メタ認知能力が発達していること

(3) 自己評価の態度・習慣－自己評価しようとする気持ちがあること

この下山の論をもとに 「総合的な学習の時間」における自己評価能力の構成について考えるなら、

ば、まず、自分自身が設定する学習活動の望ましい姿と、そこにたどり着くために越えなければなら

ない課題、いわゆる「自己目標」が明らかでなければなりません。そして、その自己目標に照らした

現在の目標の達成状況や達成方法の是非についての自己分析が行われることになります。当然、自分

の目標や状況・結果にかかわる認知及び分析・評価の方法の理解が前提条件となります。このような

認知行動の経験の積み重ねをとおした価値把握による達成感や有用感の体得が、新たな評価の意欲や

態度の形成につながるものと考えます。

そこで、本研究では、自己評価能力の構成要素を次のようにおさえることとします。

。○ 自己評価の方法の理解 方法の理解［ ］… 自分の目標や状況・結果にかかわる認知及び分析・評価の方法がわかる

… 自分の達成すべき目標や課題を知ることができる。○ 自己目標の認知力［目標の認知力］

… 自分の目標達成や課題解決の状況・結果及び○ 自己目標に対する達成状況の認知力［達成状況の認知力］

方法の是非を知ることができる。

。○ 自己評価の価値の把握 価値の把握［ ］… 自分自身を評価することの意義や有用性をとらえることができる

、 。○ 自己評価の態度 評価の態度［ ］… 進んで自分自身を評価し 自己の向上や成長に役立てようとする気持ちをもつ

【図１】 問題解決プロセスとメタ認知
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また、自己評価能力の構成要素の関係を【図２】のようにとらえます。

自分で目標を設定（自己目標の認知）し、その達成の

状況や結果を予測したり把握したりする（達成状況の

認知）までの活動過程において、自分が達成すべき目

標に照らし合わせて問題解決の活動における方法や手

順についての「全体的見通しを立てる」行為を「プラ

ンニング 、自分の現在行っている活動の内容・方法等」

が最終的な問題解決のために適切であるかなど 「活動、

中の自分の状態をチェックして調整する」行為を「モニ

タリング」ととらえます。

活動過程において、こうした「プランニング 「モニタリング」についての「方法の理解」を図る」

ことにより、自己評価能力の中核となる目標の認知力・達成状況 の認知力が高まります。また、そ

の行為の繰り返しの過程において、自己評価の方法理解の構造を把握し、自己評価することに対す

る意義や有用性等の「価値の把握」が図られ、さらには、自分にあった「プランニング 「モニタリ」

」 、 「 」 。ング の方法を確立し 自己の成長に役立てようとする 評価の態度 が身に付くものと考えます

次に、自己評価能力の高まりの構造については 【図３】のように考えます。、

児童生徒は、自分の達成すべき目標や解決すべき課

題を知り、常にその課題と照らし合わせながら、結果

を予測したり、活動を評価したり、修正したりします。

「目標の認知力」と「達成状況の認知力」は、間隔に

差が生ずることはあっても常に対応する関係を保ち続

けます。この認知力の高まりは、その「方法の理解」の質と

相乗的な関係にあり、相互にその高まりが期待できます。

また、自己評価能力の高まりの中心をなすものは、

自己の向上や成長に進んで役立てようとする「評価の態度」であり、それは自己を評価することの

意義や有用性をとらえた「価値の把握」がエネルギーとなって、さらに高まりを増すものと考えます。

、 。以上のことから 本研究では自己評価能力の高まった児童生徒の姿を次のようにとらえます

(1) 自己評価の方法を理解し、自己目標に基づき状況や結果について評価できる。

(2) 学習活動に自己評価活動を生かし、その価値を理解している。

(3) 自己評価の結果を自分の向上や成長に役立てようとする。

Ⅱ 生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」に関する基本構想
児童生徒に生きる力をはぐくむためには自己評価能力の高まりが重要であることを述べてきまし

た。本研究では、自己評価能力が高まる「総合的な学習の時間」の学習活動の展開の手だてとして、

自立や自己改善を促す指導・援助を基盤にした「学習活動と評価活動の一体化」を考えます。

１ 自己評価能力が高まる「総合的な学習の時間」の学習活動の展開の手だて

(1) 学習活動と評価活動の一体化

これまで「評価」は、児童生徒の外にある指導目標や内容に照らし、その理解度や到達度を測った

【図２】 自己評価能力の構成要素の関係

【図３】 自己評価能力の高まりの構造
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り、一人の教師が一つの物差しによって多くの児童生徒を評価したりすることが多かったように思い

ます。さらに、その評価データは、主に学習活動の結果の評定や指導の改善に使われ 「教師のため、

の」という色彩が強かったように思われます。これは、表面上児童生徒の手に委ねられる形をとって

「 」 。 、 。きた 自己評価 についても同様です つまり 児童生徒個々の学習活動と遊離していたといえます

本来、評価とは、学習活動について反省と改善、確認と調整をしていくために必然的に求められる

活動であり、繰り返される一連の学習過程の一部をなすべきものです。したがって、評価活動の主体

と学習活動の主体は同一であることが望ましい。つまり、評価活動を学習活動の主体者である児童生

徒の手に戻し、それを自らの学習活動に反映できるようにしていく必要があります。

とりわけ「総合的な学習の時間」では、課題発見から解決の方略の決定、実際の解決活動に至るま

、 。 、で 児童生徒の切実な要求や願いに基づく主体的な学習活動が展開されなければなりません そして

自らが常にその学習活動を振り返り、活動の意味付けや価値付けを行いながら展開されるべきものです。

本研究は、児童生徒の主体的な学習活動の質を左右するような重要な役割を果たす評価あるいは自

己評価活動を、学習過程及び学習活動に組み込み、児童生徒自身に活用させていくことを基本的な視

座に据え、学習活動と評価活動の一体化を図ることによって、児童生徒の自己評価能力の高まる、い

わゆる「学習活動 の展開を構想しようとするものです。」（以下 「学習・評価活動」の表記を併用する）、

そこで、本研究では、次に示す「とらえる－見通す

－探る－まとめる－ひろげる の学習過程に沿って 自」 、「

己目標の認知－達成状況の認知の過程におけるプラン

ニング モニタリング 修正 強化 を一つの活動 評⇒ ⇒ （ ）」 （

価）サイクルとして 【図４】のような学習活動と評価、

活動が一体化した展開を構想するものです。

具体的な「学習活動」については、以下に示す「と

らえる－見通す－探る－まとめる－ひろげる」の学習

過程に沿って、展開していくこととします。

ア 「とらえる」過程では

見付けた課題について、興味関心の持続性や解決の可能性などの妥当性について検討し、より明

確なものにします。そのために、課題を系統的・構造的にとらえやすくするマップなどを活用し、

具体的なイメージをふくらませ(プランニング) 「課題の妥当性の検討の視点」により自己評価カー、

ドを使ったり、課題を交流したりすることによってモニターしていきます。

イ 「見通す」過程では

自分が選んだ解決方法について、その有効性や効率性などの適切性について検討し、よりよい方

略を確立します。そのために、様々な条件や困難点を予測できるようにする企画書などを作成し、

（ ）、「 」 、解決への見通しをもち プランニング 適切性の検討の視点 により自己評価カードを使ったり

企画のプレゼンテーションを行ったりすることによってモニターしていきます。また、具体的で実

感を伴うガイダンスやスキルトレーニングなども構想したいと思います。

ウ 「探る」過程では

、 、 、実際の追究活動を行いながら 生じてきた不都合を解決したり より有効な方法を探ったりして

活動の内容や方法の精査を行い、学習活動の充実を図りよりよい結果を獲得します。そのために、

【図４ 「学習活動」の展開】
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追究活動における自己目標を決め（プランニング 「活動内容の精査の視点」により評価規準を設）、

定し、レーダーチャートを活用して自己評価したり、ポートフォリオを積極的に活用したポスター

セッションなどの中間検討で相互評価したりしてモニターしていきます。

エ 「まとめる」過程では

「学習活動」の成果をまとめ、その分析・考察を行うことによって活動を具体的に振り返り、他

の学習場面や生活などにも応用できるように一般化を図ります。そのために、活動の内容と結果を

整理し全体像を把握し（プランニング 「成果の分析・考察の視点」により評価規準を設定し、自）、

作の評価カードで自己評価したり、機会をとらえて相互評価したりしてモニターしていきます。

オ 「ひろげる」過程では

一般化された「学習活動」の成果、特に評価活動の振り返りを行い、個々の生き方や在り方（プ

ランニング）とかかわらせながら「自分自身を自分で評価すること」の成果の内面化を図り、これ

からの方向性を明らかにします。そのために、総括的な評価カードを作成したり、作文によるまと

。 、 。めをしたりしてモニターしていきます また 校外の評価を得るための発信活動を模索したりします

なお 「課題の妥当性の検討」から「評価活動全体の評価」に至るモニタリングの視点及び規準等、

については、児童生徒の実態に応じ、教師の提示したものの活用から児童生徒自身の作成・設定まで

幅広くとらえ、工夫していくこととします。

(2) 教師の指導・援助の改善

本研究では、自己評価能力の高まった児童生徒の姿を 「自己目標に基づき状況や結果について評、

価し、その結果を自分の向上や成長に役立てようとする」とおさえました。これは、児童生徒に自ら

の「学習活動」を見取り、自らの力で改善・修正を迫っていくものです。そのため教師の役割は、児

童生徒の「学習活動」に寄り添い、支えながらプランニング及びモニタリング活動が円滑に進むよう

指導・援助することです。それは、最終的に児童生徒の自立と自己改善を促すものでなければなりま

せん。また、児童生徒の「学習活動」は個によって量的にも質的にも様々であり、目指す方向もそれ

ぞれに異なります。その一つ一つに対応していくならば、教師には自ずと柔軟で多様な指導・援助の

構えが求められることになります （※ 詳細は、13～15頁「指導試案」参照）。

ア 自立や自己改善を促す指導・援助

(ｱ) 学習・評価活動への興味関心の喚起

興味関心の持続と広がりに見通しをもって、時機をとらえた手だてを講じていきます。

(ｲ) 方法理解についての情報提供

多様な自己評価の方法や評価情報の活用の仕方などについて情報を提供していきます。

(ｳ) 自立場面の設定

可能な限り児童生徒の手に委ね、自立する場面を意図的、計画的に設定していきます。

(ｴ) 個のよさを生かす価値付け

一見意味の無いもののように見える児童生徒の動きなどに意味付けしていきます。

イ 柔軟で多様な指導・援助

(ｱ) 個の特性にあわせた多様な評価活動の指導・援助

児童生徒の数だけ目盛りの異なる物差しを用意していきます。

(ｲ) ポートフォリオの柔軟な活用

児童生徒の自己活用を促すとともに、教師自身の指導改善に役立てていきます。



２ 生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」に関する基本構想図

これまで述べてきた、生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」に関する基本構想を、下に示す

【図５】のとおりまとめました。

【図５】生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」に関する基本構想図

学 習 活 動 」 の 展 開「

教師の指導・援助
学習過程 学 習 評 価 活 動・

＜プランニング＞＜モニタリング＞

自立や自己改善を促す
培いたい力 課題の発見 指導・援助

課題の妥当性の検討とらえる
○学習・評価活動への

目標の認知力 課題の明確化 興味関心の喚起

○方法理解について
解決方法の選択 の情報提供

方法の理解 方法の適切性の検討見 通 す
○自立場面の設定

方略の確立
○個のよさを生かす
価値付け

達成状況
の認知力 追 究 活 動

活動内容の精査 柔軟で多様な探 る
指導・援助

結果の獲得
○個の特性にあわせ

価値の把握 た多様な評価活動
成果のまとめ の指導・援助

成果の分析・考察まとめる
○ポートフォリオの

評価の態度 成果の一般化 柔軟な活用
評価活動全体の評価

ひろげる
成果の内面化

自己評価能力の高まり

自己評価能力が高まった児童生徒の姿
１）自己評価の方法を理解し、自己目標に基づき状況や結果について評価できる
２）学習活動に自己評価活動を生かし、その価値を理解している
３）自己評価の結果を自分の向上や成長に役立てようとする

生きる力のはぐくまれた児童生徒の姿
自分自身を的確にとらえ、 自己の在り方や生き方について深く考え、
よりよい方向に自らを改善したり、軌道修正したりすることのできる資質
や能力をもつ児童生徒



Ⅲ 自己評価能力が高まる「総合的な学習の時間」の学習活動の展開に関する指導試案

１ 指導試案の作成の視点

自己評価能力が高まる「総合的な学習の時間」の学習活動の展開に関する指導試案を作成するにあ

たって、生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」の学習活動の展開に関する基本構想及び県内の

「総合的な学習の時間」にかかわる課題をふまえ、作成の視点について次のように考えました。

ア 児童生徒自身が自分の評価結果や獲得した情報を次の学習活動に生かすための検討・評価

の視点の明確化

イ 学習活動と評価活動の一体化を図る展開についての各学習過程における学習・評価活動の内容

・方法の具体化

ウ 学習過程及び学習全体をとおした「自己評価・相互評価・共同評価 「ポートフォリオ」の活用」

方法の具体化

エ 児童生徒のプレゼンテーション能力や発表の力・スキルの向上、評価方法の理解についての指

導・援助の工夫

オ 自分の考えに対する自信や他者の考えを取り入れ自己改善を図る意識を促す指導・援助の工夫

２ 指導試案の基本的な考えと流れ

(1) 自己評価能力の高まり

、 。 、児童生徒は ポートフォリオなどを活用しながら自分の学習を振り返ります 教師の指導・援助は

この振り返りを促すことに向けられなければなりません。振り返りを繰り返す中で児童生徒は、自分

の学習の状況や結果をモニターし、学習活動や内容の量、学習活動の到達点や方法の質的な習熟を判

断することになります。この短期的なサイクルをとおして、失敗を避け適切な方法をモニターし、効

率的な手段で学習活動を推進しようとします。この効率性の中には、自己の課題解決を促進する方策

や その逆の妨げる要素を軽減するような考えも含まれます この一連の能力の高まりに応じて 自、 。 、「

分がわかったこと 「自分ができるようになったこと 「自分がわからないこと 「自分ができないこ」 」 」

と」などが、自分でわかるようになっていくことを自己評価能力の高まりの起点ととらえます。この

起点から、より高次な目標を掲げ、モニタリングをとおして、課題解決のためによりよい学習行動を

常に自ら求めるようなプロセスを自己評価能力の高まりと考えます。

そのため、この力は児童生徒一人一人の自己実現の過程をとらえた「生きる力」としての学力を、

「内側から総合的に評価」するという評価経験の積み重ねによって、その量的、質的に、効率性を踏

まえた高まりを見取ることができる能力と考えられます。

そこで、本研究においては学習活動や内容の量的な側面、学習の到達点や方法の質的な習熟の側面

を、学習行動の効率性を自己評価能力のそれぞれの構成要素に対応させ、変容の状況を総合的に見取

っていくこととします。

(2) 自己評価能力の指標

自己評価能力の高まりを 「とらえる」過程から「ひろげる」過程までの「学習活動」の展開のプ、

ロセスに沿って設定したものが、次頁【資料１】に示す「自己評価能力の指標」です。



【資料１】 自 己 評 価 能 力 の 指 標

自 己 評 価 能 力 と ら え る 見 通 す 探 る ま と め る ひ ろ げ る

◆ 課題の妥当性を検討・評価する ◆ 課題の解決方法の適切性を検討 ◆ 追究活動の内容や方法について ◆ 学習活動の成果を分析・考察す ◆ 学習・評価活動全体を評価する目 ○ 自分の達成すべき目標
視点がわかり、課題をより明らか ・評価する視点がわかり、自分の 精査する視点がわかり、内容や方 る視点がわかり、成果の発展・深 視点がわかり、評価した内容を、標 や課題を知ることができ
にすることの大切さがわかる 方略を明らかにすることの大切さ 法の改善・充実を図ることの大切 化を図ることの大切さがわかる 次の活動に生かすことの大切さがの る

がわかる さがわかる わかる認
知

○ 課題をよりはっきりさせること ○ 調べ方（まとめ方）をよりはっ ○ 調べたこと（まとめたこと）を ○ 学習の成果をよりよいものにす ○ 次の活動に生かしたいことを見力
の大切さが、わかりますか きりさせることの大切さが、わか よりよいものにすることの大切さ ることの大切さが、わかりますか つけることの大切さが、わかりま

りますか が、わかりますか すか

◆ 課題の妥当性を検討・評価する ◆ 課題の解決方法の適切性を検討 ◆ 追究活動の内容や方法を精査す ◆ 学習活動の成果を分析・考察す ◆ 学習・評価活動全体を評価する方 ○ 自分の目標や状況・結
方法が理解できる ・評価する方法が理解できる る方法が理解できる る方法が理解できる 方法が理解できる法 果にかかわる認知及び分

の 析・評価の方法がわかる
○ 課題の見直し方が、わかります ○ 調べ方（まとめ方）の見直し方 ○ 調べたこと（まとめたこと）の ○ 学習の成果の見直し方が、わか ○ 学習や評価活動全体をふり返り理
か が、わかりますか 見直し方が、わかりますか りますか 次の活動に生かしたいことの見つ解

け方が、わかりますか

◆ 課題の妥当性を検討・評価する ◆ 課題の解決方法の適切性を検討 ◆ 追究活動の内容や方法を精査す ◆ 学習活動の成果を分析・考察す ◆ 学習・評価活動全体を評価する達 ○ 自分の目標達成や課題
ことにより、課題がより明らかで ・評価することにより、自分の方 ることにより、獲得内容や方法の ることにより、一層の発展・深化 ことにより、次の活動が改善・修成 解決の状況・結果及び方
確かなものになったことがわかる 略がより明らかで確かなものにな 改善・充実が図られたことがわか が図られたことがわかる 正されたことがわかる状 法の是非を知ることがで

ったことがわかる る況 きる
の

○ 課題を見直したとき、どんなと ○ 調べ方（まとめ方）を見直した ○ 調べたこと（まとめたこと）を ○ 学習の成果を見直したとき、ど ○ 学習や評価活動全体をふり返り認
ころがよくなったのか、わかりま とき、どんなところがよくなった 見直したとき、どんなところがよ んなところがよくなったのか、わ 次の活動に生かしたいことがなん知
すか のか、わかりますか くなったのか、わかりますか かりますか なのか、わかりますか力

◆ 課題をより明らかにするために ◆ 自分の方略をより明らかにする ◆ 獲得内容や方法の改善・充実を ◆ 成果の一層の発展・深化を図る ◆ 次の活動の改善・修正を図るた価 ○ 自分自身を評価するこ
は、課題の妥当性を検討・評価す ためには、課題の解決方法の適切 図るためには、追究活動の内容や ためには、学習の成果について分 めには、学習・評価活動全体につ値 との意義や有用性をとら
ることが大切であるとわかる 性を検討・評価することが大切で 方法を精査することが大切だとわ 析・考察することが大切だとわか いて評価することが大切だとわかの えることができる

あるとわかる かる る る把
握

○ 課題を見直しすることの大切さ ○ 調べ方（まとめ方）を見直しす ○ 調べたこと（まとめたこと）を ○ 学習の成果を見直しすることの ○ 学習や評価活動全体をふり返る
が、わかりますか ることの大切さが、わかりますか 見直しすることの大切さが、わか 大切さが、わかりますか ことの大切さが、わかりますか

りますか

◆ 進んで課題の妥当性を検討・評 ◆ 進んで課題の解決方法の適切性 ◆ 進んで追究活動の内容や方法を ◆ 進んで学習活動の成果を分析・ ◆ 進んで学習・評価活動全体を評評 ○ 進んで自分を評価し、
価しようとする を検討・評価しようとする 精査しようとする 考察しようとする 価しようとする価 自己の向上や成長に役立

の てようとする気持ちをも
○ 進んで課題の見直しをしていま ○ 進んで調べ方（まとめ方）の見 ○ 進んで調べたこと（まとめたこ ○ 進んで学習の成果の見直しをし ○ 学習や評価活動全体をふり返り態 つ
すか 直しをしていますか と）の見直しをしていますか ていますか 進んで次の活動に生かしたいこと度

を見つけていますか

姿自 己 評 価 能 力 の 高 ま っ た 児 童 生 徒 の

○ 自己評価の方法を理解し、自己目標に基づき状況や結果について評価できる
○ 学習活動に自己評価を生かし、その価値を理解している
○ 自己評価の結果を自分の向上や成長に役立てようとする



(3) 自己評価能力を高める評価の実際

自己評価能力を高めるための実際の評価活動においては、自己評価を中心に、相互評価、共同評価

を位置付け、それぞれの特徴やよさを生かした活用を行っていくこととします。なお、活用の関係を

【図６】のように考えます。これらの評価情報をポートフォリオに集積するとともに、その中で相互

に関連付け、融合を図り、有効活用していくこととします。

【図６】 評価の活用

ア 自己評価の活用 －評価活動の基盤として－

自己評価とは、評価対象となる個人の内部に存在する規準によってその個人を解釈するような評価

です。児童生徒にとって、自分自身の発達的、構造的な認識をすることができるという点によさがあ

。 、 、 。ります このことで 自らを振り返り 次の学習や自己の成長に役立てる機会を得ることができます

反面、自己評価はもともと主観的なものであり、客観性に欠けるという指摘もあります。自己を的確

に評価するためには、他者を評価できる力は必要であり、逆に他者を的確に評価するためには、自己

。 。を評価できる力が必要です 両者のマッチングをとおして自己評価能力を培っていきたいと考えます

＜自己評価の活用例「企画書の作成」＞

企画書の作成は、あらかじめ様式化されたものに記入するのではなく、児童生徒が抱いた課題

について、イメージマップを基に課題の解決に必要な事柄や具体的な活動を考えるもので

ある。この際、不備な点や不可能な点、また、目的と関連のない事項などに気付き、また気付か

せるような作業や共同評価を実施する。最初の原案が修正され強化されていく過程をポート

フォリオに集積し、活動の前後の比較による個人内の縦断的な評価や考えの広がりによる横断的

な評価を行う。さらに、教師との共同評価によって目的に照らして妥当性を検討し自分なりの企

画を確信していく。企画書づくりそのものを評価し、目的そのものとする学習活動である。

イ 相互評価の活用 －自己評価の補完、補強として－

他者による評価のうち、評価の主体が同じ立場の他者であるときを相互評価といいます。自己評価

活動における他者からの評価情報の収集や意見、知識等の学習情報の収集に効果を発揮します。

また、主観的になりがちな自己評価に対し客観的な情報を加えるための手だともなりえます。

しかし、評価の主体はあくまでも自分自身であるから最終的には、自己評価の判断材料とします。

＜相互評価の活用例「ポートフォリオを活用したポスターセッション」＞

ポートフォリオを活用した中間検討の場面にポスターセッションを位置付ける。ポスターセッ

、 、 。ションを行うことで 学習に一つの区切りをもたせるとともに 他からの評価を得る機会とする

ポ ー ト フ ォ リ オ

共同評価教師との

説明と理解
地 児童生徒の 教師による評価自己評価
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評価情報他 の
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賞賛 評価観の共有に ・
励まし 客観的評価情報 評価情報の交流よ 相互評価外
要望る 部

講評
師価

等 児童生徒の自己評価 教師による評価



発表や他者評価は時として、児童生徒によっては過度な緊張感を与えることから、その範囲や実

施の方法に配慮を加える。発表者は相手に自分の成果と現在の課題、自分の言いたいことが伝わ

るかどうかを判断できる程度の内容としコンパクトに発表する。聞く側では、自分の課題に関連

付けた態度で、聞いたこと見たことを自分なりにわかるためのポイントを決め、意見や質問がで

きるようにする。これらの意見や質問を聞くことをとおして客観的に自分を振り返る判断の材料

。 、 。とする また 発表者にとっては聴衆の聞く態度そのものから自分の学習の価値を見いだすこともできる

ウ 共同評価の活用 －学習活動と指導・支援の一体化をねらって－

評価の主体が異なる立場ですが、目的やねらい、方法を共有して評価を行うことを共同評価といい

ます。児童生徒と教師は立場は異なりますが、共に学習目標に向かって「学習活動」を展開します。

このとき主体性を児童生徒にもたせながらも、教師が児童生徒の学習のプロセスを見取り、見取りの

結果をフィードバックしていくようにする場と方法とします。

また、児童生徒の自己評価と教師による評価を活用し、両者の評価をお互いに示し、説明し合い、

理解し合いながら評価をより適切で質の高いものにしていきます。自分の現在の状況把握、何が課題

か、今後の自分の行動等について考えさせることで、教師の評価のねらいとする児童生徒の自己評価

能力（メタ認知の力）の育成を行おうとするものです。一方、児童生徒にとっては、自己評価の妥当

性や学習方法を検討するポートフォリオの資料となります。

＜共同評価「教師の見取りの視点の例」＞

・どのように考え、どのように進めているか ・つまずきや困難点にどのように立ち向かったか

・何がわかったか、何ができるようになったか ・つまずきや問題点、困難点の克服状況

、 、 、 （ ）・友だちとの協力 学び合い 話し合い 討論の状況 ・情報の効果的な活用 ※以下省略

エ ポートフォリオの活用 －各種評価情報の融合、関連付けの場として－

ポートフォリオとは、一人一人の児童生徒の学習の過程及び結果に関する情報・資料が長期にわた

り、目的的・計画的に蓄積された集積物と考えられています。

自己評価能力を育てるために、その子の「よさ」や「可能性」の発見、小さな変容等を大切にした

個別の肯定的な評価を基本としていきます。そのためには、児童生徒の学習における様々な情報を記

録していく必要があります。とりわけ、自己評価や相互評価などの評価情報を蓄積、融合させる場と

して機能させることによって、多面的に自己をとらえ、評価することが可能となります。

＜ポートフォリオに集積しておきたい情報（例）＞

・テーマとその理由やコンセプト ・自己評価、相互評価などの結果情報

・達成目標や成果 ・打ち合わせ記録や対話メモ

（ ）・自己成長目標や評価の規準、観点 ・保護者や教師からのコメント ※以下省略

この評価方法によって、児童生徒が学習の過程や成果に関して、主体的に自分の学習を振り返り、

自己評価や学習活動の修正、新たな計画の立案ができるようになります。

３ 自己評価能力が高まる「総合的な学習の時間」の学習活動の展開に関する指導試案

以上述べてきた基本的な考え方に基づき、自己評価能力が高まる「総合的な学習の時間」の学習活

動の展開に関する指導試案を、13頁から15頁のとおり作成しました。



プランニング モニタリング注）

学習過程 学 習 ・ 評 価 活 動 活動の方法

オリエンテーション○事象との出会い、気付き

・新奇な知識や体験を獲得する ・既有の知識や体験を再構成する 体験、調査活動。 。

○課題の発見

ウェビング・興味や関心、疑問などから幾つかの課題の候補を見付ける。

(イメージマップ)と ・課題の広がりやつながりを整理し、表現する。

検 討 ・ 評 価・個別の課題のイメージを深める。

☆自己評価ら ○課題の妥当性の検討 課題のイメージ

・カード等の活用

・課題のイメージを妥当性の検討の視点 ☆相互・共同評価え

から、検討・評価していく。 ・課題の交流会課題の妥当性

・教師の助言る ○課題の明確化（修正)

ポートフォリオ・実際の妥当性の検討・評価を経験することによって、自分の

課題の妥当性を検討・評価する視点を内在化させる。 ・イメージマップ

・内在化する視点とそのつど照らし、修正を加えながら、課題 ・検討資料 等

をより明らかなものにしていく。

必要に応じた再体○課題の設定

験、再調査活動

課 題 の 明 確 化

○課題解決への見通しをもつ

・設定した課題についての解決像をイメージする。

企画書の作成・解決に至る多様なアクションプラン、タイムプランをもつ。

○解決方法の選択

検 討 ・ 評 価・企画書を作成し、課題解決に有効と思われる方法を考える。

・最良と思われる解決方法を選択し 具体的なイメージをもつ ☆自己評価見 、 。

・カード等の活用○方法の適切性の検討 解決への見通し

☆相互・共同評価

プレゼンテーション通 ・解決への見通しを適切性の検討の視点から ・企画の

検討・評価していく。 ・教師の助言方法の適切性

○方法の具体化）（

企画書の修正す ・実際の適切性の検討・評価を経験することによって、自分の方

法の適切性を検討・評価する視点を内在化させる。

ポートフォリオ・内在化する視点とそのつど照らし、修正を加えながら、方法

をより具体的なものに、方略を確立する。 ・修正前後企画書

（この照合及び修正は、追究活動をとおして ・ 資料プレゼンテーション

継続される） ・検討資料 等○方略の確立

方 略 の 確 立

モニタリングの視点 教 師 の 指 導 ・ 援 助

（検討・評価）

〈興味関心の喚起〉

導入期のオリエンテーションを充実させ、自分を課題の妥当性

評価し学習活動を改善していくことの意味を教える。

① 興味関心の持続性 〈方法理解への情報提供〉

課題の妥当性を見る視点の設定と評価の仕方につ面白味ややりがいのある課題か

いて説明するとともに、教師作成のカードを活用する。② 解決の可能性

〈自立場面の設定〉自分にとって解決が可能な課題か

ウェビングは方法の説明程度にとどめ、児童生徒③ 重要性・必要性

の自由な発想を尊重しながら方向付けをする。解決することに意味や価値がある課題か

④ 広がりや深まり 〈個のよさを生かす価値付け〉

児童生徒の興味や関心を最大限生かす方向で、評様々な広がりや深まりが期待できる課題か

価の「視点」に沿って具体的な助言をする。⑤ 独自性

学習・評価活動の援助とポートフォリオの活用オリジナリティのある課題か

・自己評価の意義や方法だけではなく、ウェビン⑥ 各自の設定する視点

グやポートフォリオという新しい試みの説明も

含め、オリエンテーションを充実させる。

・自己評価及び課題の交流の方法を工夫する。

〈興味関心の喚起〉

企画書づくりをとおして、解決に向けた道筋や方方法の適切性

法を自由に構想させ、興味を持続させる。

① 可能性・有効性 〈方法理解への情報提供〉

企画書づくりをとおして、解決への見通しをもた課題の解決が可能な方法か

せ、その適切性について自己、相互評価をさせる。② 効率性

〈自立場面の設定〉解決に向けたプロセスや手段に無駄はないか

企画書づくりにあたっては、様式の統一は最小限③ 重要性・必要性

にとどめ、プレゼンテーション及び企画書の修正に解決に必要不可欠な意味のある方法か

おいても、児童生徒の創意を大切にする。④ 多様性

〈個のよさを生かす価値付け〉解決の道筋が多様で、柔軟さをもつ方法か

ゴールに向かっての道筋は多様であり、個々の選⑤ 独創性

んだ方法へ励ましと賞賛を込めた方向付けをする。自分の特徴が表れた独特の方法か

⑥ 確かさ 学習・評価活動の援助とポートフォリオの活用

・プレゼンテーションでの収穫を強く意識付けたい。解決に向けて確実にアプローチできる方法か

・ポートフォリオには、評価をはさんだ前後の資⑦ 各自の設定する視点

料を確実に収め、その相違を適宜意識させる手

だてを組む。



学習過程 学 習 ・ 評 価 活 動 活動の方法

修正企画書○追究活動

・自己目標を決め、企画書に基づき実際の追究活動を行う。 自己目標の設定

（ などを活用し、随時自己目標に立ち返る）レーダーチャート

活 追究の内容 検 討 ・ 評 価

Ｄ ☆自己評価動 実際の追究活動

Ｐ Ｓ ・レーダーチャート内 （自己目標）

I の活用容 繰り返しと

☆相互・共同評価の 積み重ね

・グループセッション精 活動内容の精査

・外部講師の批評査 追究の方法 内容の精査

や感想方法の適否

・教師の助言探 ○内容（方法を含む）の獲得

、 。・追究 解決の方法についても学習の成果として評価及び整理する

ポートフォリオ

・学習活動におけ

る評価資料○中間検討の実施

・学習活動で収集ポスターセッション

、学習の中間まとめとともに、相互に評価を行うことに した資料、図

よって、新たな改善の視点を得る。そのためにも発表を 写真 等

評価する視点をそれぞれにもつ。

検 討 ・ 評 価る

☆ポスターセッション○獲得内容の分析・考察 獲得内容

における相互評価

・学習での獲得内容を、精査の視点から、 自己評価

検討・評価していく。 ☆教師との共同評価獲得内容の精査

・視点を内在化させ、以後の活動においても

ポートフォリオ随時立ち返る。

・各過程における○内容の構築・再構築

・ポスターセッションにおける相互評価、自己評価の結果等を 評価資料

受けて明らかになった課題や問題点を整理し、計画及び内容 ・外部講師等の批

の修正・再構築を行う。 評、感想

・内容とあわせ、ポートフォリオを整理し、必要なものを整 ・セッションでの

理し再構成する。 発表資料 等

○結果の獲得

凝縮ポートフォリオ

結 果 の 獲 得

モニタリングの視点 教 師 の 指 導 ・ 援 助

（検討・評価）

〈興味関心の喚起〉

追究活動にあたって、それぞれに自己目標を具体活動内容の精査

的に決めさせ、レーダーチャートの活用など、常に

意識させていく手だてを講じる。〈活動内容の精査〉

活動の推進状況を見ながら、グループでのセッショ① 自己目標へのアプローチ

ンや個別の助言の機会等を設定し、興味関心の持続課題の解決が達成されつつあるか

を図る。② 活動内容の質・効率性

（ ） 、課題の解決に適切な内容であるか 中間の検討会 ポスターセッションなど を設定し

それを一つの目標にさせる。③ 活動内容への意欲

〈方法理解への情報提供〉課題の解決活動が楽しく行われているか

それぞれセッションに臨むにあたって 「視点」④ 向上への課題 、

を参考にした発表を聞く視点をもたせるとともに、相活動をさらに充実させるための課題は何か

相互評価の生かし方を指導・助言する。⑤ 各自の設定する視点

活動内容については、課題の解決という結果や知

識の獲得ばかりに目がいかないように、解決の手だ〈方法の適否〉

てやプロセスの大切さを指導する。① 方法の適切性

〈自立場面の設定〉方法は適切であるか(適切性の視点)

追究活動は、児童生徒の活動の場面・範囲が広が② 改善への課題

る。効果的で意味のある自立活動をさせる前提条件方法をさらに効果的にする課題は何か

として、計画的、意図的なスキルトレーニングやマ③ 各自の設定する視点

ナー指導等の徹底を図る。

〈個のよさを生かす価値付け〉〈獲得内容の精査〉

活動の広がりとともに、児童生徒のよさを多面的、① 自己目標の達成度

多角的にとらえる多くの「目」が必要になる。外部自己目標が達成される内容か

講師も含め、教師集団の共通理解と、細やかな連絡、② 満足度・充実感

連携のとれる態勢をつくる。内容に満足し、充実感のあるものか

③ 広がり・発展性 学習・評価活動の援助とポートフォリオの活用

・ポスターセッションの実施にあたっては、結果内容は広がりや発展性が期待できるものか

の評価ではなく、自他の学習状況の確認とそれ④ 改善・再構成への課題

ぞれの学習活動の改善、向上をねらいとする意内容をさらに充実させるための課題は何か

義の徹底を図る。⑤ 各自の設定する視点

・凝縮ポートフォリオの作成にあたっては、それ

ぞれの「モニタリングの視点」を参考にしなが

ら価値付けを行い、一層活用しやすいポートフォ

リオにする。



学習過程 学 習 ・ 評 価 活 動 活動の方法

○結果の獲得

ポートフォリオ・獲得した結果を整理し、考えが伝わるように再構成する。

凝縮されてきた集○成果のまとめ

・話し方や表現方法を工夫し、成果を発表する。 積物から、さらにプ

レゼンテーション用○成果の発表

。成果のプレゼンテーション のものを取捨選択する

成果の表現も大事な学習活動の一つであり、特に効果的なま

プレゼンテーション自己表現のために機器、材料、パフォーマンスを含めそれぞ

れに工夫する。と

検 討 ・ 評 価

☆自己評価め ○成果の分析・考察 解決のイメージ

・自作カードの活用（獲得した成果

・獲得した成果の分析とあわせ、自分が ☆相互評価る

プレゼンテーションイメージした結果との相違についても ・成果の

分析・考察する。 ☆共同評価成果の分析・考察

・自作作成への援助

○成果の一般化

成 果 の 一 般 化

○成果の一般化

・学習・評価活動の成果を整理し、他の教科等や生活に応用でき

るものを明らかにする。

検 討 ・ 評 価

☆自己評価ひ ○評価活動全体の評価

・カード等の活用一般化された成果

・一般化された学習・評価活動の成果を ☆相互評価ろ

他の教科等の学習や生活、あるいは ・カード等の活用

自分の生き方に照らしながら、 ☆共同評価げ 評価活動全体の評価

自分で自分を評価するとい ・総括的なカード

うことについて考える。る

○成果の内面化

・これからの学習や生活、生き方に、どのように、何を役立ててい

こうとするのかを明らかにする。

成 果 の 内 面 化

モニタリングの視点 教 師 の 指 導 ・ 援 助

（検討・評価）

〈興味関心の喚起〉

成果をまとめる方法も多様であり、十分に個性を発成果の分析・考察

、 、 。揮させ 独自性を大切にすることで 興味関心を高める

① 自己目標へのアプローチ 〈方法理解への情報提供 〈自立場面の設定〉〉

成果のまとめ方同様、プレゼンテーションについて自分のイメージどおりの活動であったか

も個々に異なる手法で行わせる。それを相互に聞き、② まとめ方・表現方法

評価することによって、児童生徒に認め、理解し合う効果的なまとめ方や表現方法が習得できたか

構えを醸成していく。③ 課題解決の方法理解

〈個のよさを生かす価値付け〉適切な解決方法の選択が理解できたか

プレゼンテーションは学習活動の終末であり、相互④ 成果の一般化

に認め、よさを発見する場と位置付ける。成果は他の活動に生かせるものであるか

⑤ 有用性、活用意欲 習・評価活動の援助とポートフォリオの活用学

・プレゼンテーションは、個々の成果を認める立場成果は他の活動に役立つか、役立てようと思うか

で参加できるように指導する。⑥ 各自の設定する視点

・ポートフォリオの集積物の扱いや活用について、

児童生徒に委ねることも検討する。

〈興味関心の喚起〉

学習活動の成果を、どのように他の活動に生かし発評価活動全体の評価

展させていくか、そしてどう生き方に結び付けていく

かを考えさせる。① 方法理解

〈方法理解への情報提供〉自分を評価する方法が理解できたか

評価に対する方法の理解の状況を把握しながら、次② 効率性

の情報の提供計画を考える。無駄のない適切な評価活動であったか

③ 評価の価値、有用性 〈自立場面の設定〉

最終末で、作文やスピーチなどを活用しながら、個自己評価によって改善・向上があったか

々の生き方や在り方と関連付けて終わりたい。④ 評価の意欲

また、学習の成果を校外に発信することも、新たな自己評価を積極的に活用していこうと思うか

異なる視点からの評価情報を得る可能性があり、ぜひ⑤ 評価の課題

試みたい。自己評価を行ううえでの課題は何か

⑥ 各自の設定する視点 学習・評価活動の援助とポートフォリオの活用

・ポートフォリオ自体を評価修正し、より使いや

すい形に改善していくことも考えられる。



４ 検証計画

自己評価能力が高まる学習活動の展開に関する指導試案の妥当性を、次のように検証していくこと

とします。

検 証 内 容 検 証 方 法

① 学習過程における自己評価 ○ 学習過程における自己評価能力の高まりの状況を、次のも

能力の高まりの状況 のを「自己評価能力の指標」と照らし、分析・考察する。

・事前及び事後調査、各評価活動における評価情報

・ 企画書 「発表資料」などの活動の記録情報「 」

② 個別児童生徒の自己評価能 ○ 個別児童生徒の自己評価能力の変容の状況を、ポートフォ

力の変容の状況 リオに集積した次のものを活用し、分析・考察する。

・学習・評価活動の観察記録・各評価活動における評価情報

・ 企画書 「発表資料」などの活動の記録情報「 」

③ 自己評価能力の高まりにか ○ 自己評価能力の構成要素を観点に、児童生徒及び教師の事

かわる意識の変容の状況 後アンケート調査を行い、分析・考察する。

Ⅳ 指導試案に基づく指導実践及び実践結果の分析と考察
１ 小学校における指導実践

(1) 展開計画案



※ ゴシック体表記は評価活動を示す

過程 学習活動及び内容 教師の指導・援助 ポートフォリオ
時間 〈活動の場〉 ／ ※備考
Ｒ 前単元の学習活動を想起する。 〈学年〉 課 ・ポートフォリオファイル
〇 調査したことのねらいや内容を ○ 調査したことのねらいや内容を前単 題 （前単元）

と 確認する。 元まで作成してきたファイルを使い、 の
学習を振りかえさせる。 妥

ら １ テーマを確認する。 当
何を、どのように、どんな方法 ○ 年間の学習計画から、本単元のテー 性

え で伝えれば、より多くの人にわ マを確認させる。 の
かってもらえるかな 検

る ２ テーマに対する課題のイメージを ○ 「イメージプランカード」に基づい 討 ・ イメージプランカード」「
もつ。 て、個々の課題のイメージをまとめさ 何を、どのように、

１ 〇 簡単なイメージプランを考える せる。 どんな方法で。
〈学級・小グループ〉３ 課題の妥当性を検討する

○ イメージプランを相互に発表・ ○ 興味関心の持続性や実行・解決の可 ・相互評価（話し合い）メモ
交流し合い、検討・修正を行う。 能性を中心に話し合いによる相互評価

をさせる。
自己評価、相互評価の視点 教師評価の視点 評価の根拠となる資料等
①面白みややりがいがあるか ・見付けた課題について、興味関心 ・ イメージプランカード」「
②解決や実行ができるか の持続性や解決の可能性などの妥 ・修正版
③広がりや深まりがあるか 当性について検討し、より明確な 「イメージプランカード」
④個性や特徴があるか ものにすることができるか ・相互評価（話し合い）メモ
⑤その他 ・観察記録

○ 出された質問や意見を参考にしなが ・修正版
２ ら、再度課題を検討させる。 「イメージプランカード」
４ 課題を設定する。 〈学年〉
○ 個々のイメージプランの検討・ ○ より明らかにした課題からグループ

、 。修正を経て、同じ課題ごとにプロ を構成し プロジェクト班を編成させる
」「 」 、ジェクトを立ち上げる。 ア「何を （ どのように ）の視点で ※個人追究を尊重しながらも

４ １ イ「どんな方法で」の視点で 適正な人数等を考慮する。

５ 課題解決への見通しをもつ。 〈プロジェクト・個人〉 方

○ 企画書「ＰＲ大作戦」を作成す ○ 解決する方法の計画を、企画書「Ｐ 法 ・企画書「ＰＲ大作戦」

見 る。 Ｒ大作戦」に基づいて作成させる。 の

適

・活動目標と内容 ・調査方法 切

通 ・活動計画 ・役割分担 性

２ ・セールスポイント（ＰＲ） の

〈小集団〉 検 ・プレゼンテーションの自己６ 方法の適切性を検討する

す ○ 企画書のプレゼンテーションを ○ 解決や実行にむけた方法の有効性や 討 評価カード

行い、方法の適切性について検討 効率性 独創性等を中心に交流させる ・相互評価、 。

・評価し合う。 「アドバイスカード」

○ プレゼンテーションそのものの方法 ・プレゼンテーションの資料

も工夫させる。

自己評価、相互評価の視点 教師評価の視点 評価の根拠となる資料等

①解決や実行に効果的な方法であるか ・自分が選んだ解決方法について、 ・ ＰＲ大作戦」「

②計画や方法に無駄はないか その有効性や効率性などの適切性 ・修正版「ＰＲ大作戦」

③特徴や工夫が見られる方法であるか について検討し、よりよい方略を ・自己評価カード

（ ） （ ）④プレゼンテーションはわかりやすかったか 確立することができるか。 ・相互評価 アドバイスカード

１ ⑤その他 ・観察記録

７ 方略を確立する。 〈プロジェクト・個人〉

○ プレゼンテーションによる検討 ○ 出された質問や意見を考慮させなが ・修正版「ＰＲ大作戦」

・評価を受けて企画書の修正を行 ら、再度、検討させる。

４ う。 ○ 検討した結果から、修正点を明確に

１ させる。

８ 追究活動を行う。 〈プロジェクト・個人〉

○ 企画書に基づき、追究・調査活 ○ 不都合が生じてきた場合、より有効 活 ・追究・調査活動の成果



探 動を行う。 な方法を探らせたりする。 動

内

９ 中間まとめを行う。 ○ ポスターセッションに備えて 「伝 容 ※必要に応じて「まとめ方講、

○ 追究・調査活動の成果をまとめ えたいこと」を中間まとめとして整理 の 座 「発表の仕方講座」を設、 」

ポスターセッションに備えて発表 させる。 精 定する。

２ の仕方を考える。 ○ 発表の分担や仕方を考え 練習させる 査、 。

る 〈学年：２グループ〉10 活動の内容・方法を精査する

○ 中間まとめのポスターセッショ ○ 「伝えたいことが伝わっているか」

ンを行い、相互に内容・方法の精 「よりわかりやすく伝えるにはどうし ・相互評価

査を行う。 たらよいか」を相互に交流させる。 「アドバイスカード」

・ポスターセッションの自己

○ 「伝えたいことをより多くの人に伝 評価カード

えるにはどうしたらよいか」を検討さ

せ 「伝えたいこと」や「伝え方」の、

改善・修正点を明確にさせる。

自己評価、相互評価の視点 教師評価の視点 評価の根拠となる資料等

①伝えたいことが伝わっているか ・実際の追究活動を通して、生じて ・追究、調査活動の成果

②よりよく伝えるための課題は何か きた不都合を解決したり、より有 ・自己評価カード

（ ）③方法や内容は興味をひくものか 効な方法を探ったりして、活動の ・相互評価 アドバイスカード

④みんな楽しく活動しているか 内容や方法の精査を行い、よりよ ・観察記録

。３ ⑤その他 い結果を獲得することができるか

11 活動の内容・方法を再構築する。 〈プロジェクト・個人〉

〇 ポスターセッションを経て、明 ○ 検討した改善・修正点を生かして、 ・補足調査、修正活動の成果

７ らかになった課題や問題点の補足 探る活動を再開させる。

２ 調査や修正活動を行う。

12 学習活動の成果を整理する。 〈プロジェクト・個人〉

○ 学習活動の成果をまとめ、発表 ○ めあてやセールスポイントに沿って 成 ・学習活動の成果

ま 会に向けて、めあてやセールスポ 評価カードを自分たちで作らせる。 果

イントを確認する。 の

と ○ 発表に関わる評価カードを自作 ○ 発表の練習をさせ、プロジェクト内 分 ・自作評価カード「ワンポイ

する。 で自作評価カードに基づき、相互に検 析 ントアドバイス」

め ３ 討及び修正させる。 考

〈学年〉 察13 学習活動の成果を分析・考察する

る ○ 学習活動の成果の発表会を行い ○ 発表について、自作の評価カード及 ・自作相互評価カード、

相互に成果の分析・考察を行う。 び親の感想をもとに相互に交流させる ・自己評価、親の感想。

自己評価、相互評価の視点 教師評価の視点 評価の根拠となる資料等

①自分のイメージ通りの活動であったか ・ 学習活動」の成果をまとめ、そ ・追究、調査活動の成果「

②効果的なまとめ方、表現方法であったか の分析・考察を行うことによって ・自己評価、親の感想

③成果は他の活動にも役立つものか 活動を具体的に振り返り他の学習 ・相互評価（自作評価カード）

④自作の評価カードは役立つものか 場面や生活などにも使えるように ・観察記録

⑤その他 一般化することができるか。

３

14 学習活動の成果を再構成する。 〈プロジェクト・個人〉

○ 成果の分析・考察の結果に基づ ○ 交流したことを考慮させながら、学 ・修正、補充後の成果

いて 修正・補充を加え再構成する 習の成果や課題をまとめさせる。、 。

○ 成果の発展や広がりについて考 ○ 成果をどのようにまとめるかを考え

、 。８ ２ える。 させ 必要に応じて発信活動につなげる

（15 必要に応じて発信活動を行う ） ○ プロジェクトあるいは個人単位で、。

さらに発信活動をする場合は、必要な

ひ 援助・支援を行う。 学



習

ろ 〈個人〉 ・16 学習・評価活動全体の評価を行う。

○ 学習・評価活動全体を振り返っ ○ 学習活動全体をファイルやカード、 評 ・活動の映像資料

げ て、シートを使って評価する。 発表の映像等を使い、振り返らせてか 価 ・全体評価シート

ら評価させる。 活

る 動

17 学習・評価活動の評価結果の生か 全

し方を考える。 〈個人・プロジェクト・学級〉 体

○ 評価結果に基づいて、その結果 ○ 自分自身を振り返り、次の学習をよ の

をどうとらえ、どう生かしていく り明らかにしながら進めてきた結果、 評

かを話し合う。 効果的な学習ができたことを確認させ 価

「自分自身を自分で評価する」ことの

大切さを感じ取らせる。

自己評価、相互評価の視点 教師評価の視点 評価の根拠となる資料等

① 自分を評価する方法がわかったか ・一般化された 学習活動 の成果 ・学習活動の成果「 」 、

② 自分を評価した結果、改善・向上が 特に評価活動の振り返りを行い、 ・ポートフォリオの評価情報

あったか 個々の生き方や在り方と関わらせ ・全体評価シート

③ これからも積極的に自分を評価して ながら「自分自身を自分で評価す ・観察記録

いこうと思うか ること」の成果の内面化を図り、

。④ 自分を評価するうえでの課題は何か これからの方向性を明らかにする

３ ３

総括的 ・自分の達成すべき目標や課題を知ることができる。

評価の ・自分の目標や状況・結果に関わる認知及び分析・評価の方法がわかる。

観点 ・自分の目標達成や課題解決の状況・結果及び方法の是非を知ることができる。

・自分自身を評価することの意義や有用性をとらえることができる。

・進んで自分を評価し、自己の向上や成長に役立てようとする気持ちをもつことができる。



 

 

 

 

(2) 指導実践の概要

【資料２】花巻小学校「輝け！光の丘」実践の概要

とらえる段階ー課題の妥当性の検討
①イメージプランを作成 イメージプランの発表・交流②

③イメージプランを検討・修正

アイディアを見直すヒントは？
① おもしろそうで、やりがいがありそうか
な？
② 相手にうまく伝わり、わかってもらえる
かな？
③ 活動がどんどん広がっていきそうかな？
④ あなたらしさ、友だちらしさがいっぱい
でそうかな？

＜児童のポートフォリオの主な記述例＞
○ 友だちのヒントでこんなことがわかったよ。思ったよ。
・自分の考えでは、活動が広がったり長続きしたりしないなと思った。
・自分が気づかなかった方法を教えてもらった。ぜひやってみたい。
○ 自分の考えをこんなふうに変えたよ。
・特になおすことはないが、自分をチェックできるのでよい。
・掲示物だけではなく、花小のホームページを利用してみたい。
○ プレゼンテーションと評価活動を終えての感想は？
・見直しのヒントは、自分たちの目標にもなると思った。

「 、 」 。・ヒント② 相手にうまく伝わり わかってもらえるか が大事だと思う

見通す段階ー方法の適切性の検討
企画書を作成①

企画書のプレゼンテーション②

企画書を検討③

企画書を修正④

企画書「PR大作戦」のヒントは？
① 効果的な方法かな？
② 計画や方法に無駄（むだ）はないかな？
③ おもしろそうで、工夫されているかな？
④ ほかにはどんな が考えられるかな？ヒント
児童が考えたヒント例
・相手が知りたいと思っていることかな？
・みんなで協力してできそうかな？
・前に学習をしたことをいかしているかな？

＜児童のポートフォリオの主な記述例＞
○ プレゼンテーションうまくいったかな？

。 。・あいさつがうまくできたよ 声の大きさもよかったよ
。・何回かやっているうちにすらすらできるようになった

○ 今度発表するときがんばりたいことは？
・大きな声でゆっくりはっきり発表しよう。
・みんなが知らないことをくわしく伝えたいな。

。 。○ 友だちのヒントでこんなことがわかったよ 思ったよ
。・かいらん板は難しそうなのでポスターの方がいいかも

・もっといろいろな場所で調べられそうだぞ。
。・インターネットだけでなく調べる方法は様々ありそう

○ 企画書をこんなふうに変えたよ。
・本ではなく、図鑑としてまとめることにしました。
・１２３年生用と４５６年生用に分けて作る。

探る段階ー活動内容・方法の精査
①追究･調査活動
②中間まとめを交流

③活動の内容・方法を精査

再調査・調査活動④

＜児童のポートフォリオの主な記述例＞
これまでのプロジェクトの活動の方法や内容○
は？
・予想していたことを証明できたからとても
満足しています。
・まなび学園でインターネットを使って調べ
られてとても満足！
プロジェクトのねらいやセールスポイントは？○
・ビデオの取材がこれからなので、まずまず
達成かな。
・昼休みに進んで活動してきたので、順調に
ねらいに近づいているよ。
○ ？プロジェクトの活動は
・外に行って実験したり、教室でまとめたり
とても楽しくできました。
・協力して活動できたし、やくわりを守って
楽しくやっています。
○ ？今日のワークショップでの発表は
・よいアドバイスや感想をもらったのでとて
も満足しています。
・自分の伝えたいことをちゃんと言えたから
とても満足しています。
ワークショップでの友だちのワンポイントアドバ○
？イスは

・市役所でも調べてみたらとアドバイスをも
らいました。
・参考になるアドバイスが前より多くありま
した。全部入れるのは難しいけど。
自分の評価や友だちのアドバイスを、どう生か○
していこうか？
・友だちのアドバイスをいくつかやってみた
いと思います。

ポスターセッションへのヒントは？
① 伝えたいことがうまく伝わってきたかな？
② 方法や内容は面白そうかな？
③ みんな楽しく活動しているかな？
④ ほかにはどんな が考えられるかな？ヒント
児童が考えたヒント例
・まとめかたが工夫されているかな？
・発表に工夫があるかな？
・新しい発見はあるかな？

まとめる段階-成果の分析･考察
①発表会

②学習活動の成果の再構成

＜児童のポートフォリオの主な記述例＞
○ 中間発表以降のプロジェクトの活動の方法や内容は？
・みんなで協力できたし内容もよくできたと思う。
・構想どおりに全部うまくいかなかったけど、なんとか解決してきました。
○ 中間発表以降のプロジェクトの活動は？
・いろいろ活動することができてとても楽しかった。
・周りは男子ばっかりで心細かったけど、できたときはうれしかった。
○ 発表会のねらいは？
・今まで私たちが調べたことを聞いている人が分かりやすいように発表する。
・台本を用意し、わからない言葉に線をつけてもらい次に役立てる。

？○ 発表会で聞いてほしい、分かってほしいことは
・十力にでてくる草花や木、森林の大切さなど一つでも多くわかってほしい。
今日の発表は？○
・少しあわててしまった。でも成功！
自分たちが作った「ワンポイントアドバイス」の結果は？○
・いろんな意見や質問があって、話し合って役立てていきたいと思います。
○ 自分の評価や親・友だちのアドバイスを、どう生かしていこうか？
・たくさん調べたけどまだ調べていないところがあるので調べていきたいです。

児童の自作評
価カードの例

ひろげる段階ー学習・評価活動全体の評価
＜児童のポートフォリオの主な記述例＞

○ 学習を終えての感想
・次の活動に生かしていくことを見つけることが大切なんだなと思いまし
た。私は、ＰＲ活動をもっと地域の人やほかの学校の友だちに広げたいと

思います。
・アドバイスカードは、とても役だった
けど「なし」と書いている人がいてち、
ょっといやでした。書ける人と書けな
い人がいると思うけど。
みんなが書いてくれるといいな。
・生かせそうなアドバイスカードがなく

。てこまったと思ったときがありました
でも、グループで話し合ったり、ほか
のグループのことをみて考えて進めま
した。



(3) 実践結果の分析と考察

ア 学習過程における自己評価能力の高まりの状況

学習過程における自己評価能力の高まりの状況を 「とらえる 「見通す 「探る 「まとめる 「ひろげる」、 」 」 」 」

の五つの段階にそって見ていく。事前及び事後調査は、10頁の「自己評価能力の指標」に基づく調査項目によ

って自己評価を行った。判断の基準は、すべて「Ａ：十分に達成 「Ｂ：達成 「Ｃ：概ね達成 「Ｄ：未」 」 」

達成」とし、結果の処理にあたっては 「Ａ＝４点 「Ｂ＝３点 「Ｃ＝２点 「Ｄ＝１点」とした。、 」 」 」

それぞれの学習活動を見通し 内容及び課題 解決の方法などの具体的な イ「 」 、とらえる 段階は 、 、 「

メージプラン」をもち、それを相互に発表・交流することによって、相互評価及び自己評価を行いま

した。その際、評価の視点や項目等は指導試案に基づき、教師が提示しました。

【図７】は、この段階における自己評価能力の五つの構成要素の事前と事後の調査結果の平均値を

示したものです。

「価値の把握」の項目を除き、0.2～0.3の数値の高

まりがありました。これは、児童が具体的なイメージ

プランをもったうえで相互に交流し、発表と評価の場

面が個々に保障されたことにより 「目標及び達成状、

況の認知」が明確になったことによると思われます。

また、相互の交流が表現活動と評価活動が一体とな

った、より実践的で具体的な活動であったことから、

「方法の理解」や進んで評価しようという「評価の態

度」が高まったものと考えられます 「価値の把握」。

の高まりが見られなかったのは、友だちの具体的な評

価やアドバイスを受けたものの、実際の追究活動を経ておらず、それが本当に効果があり、役立つも

の、価値あるものというとらえまでには至らなかったためと思われます。

以上述べてきたことは、各構成要素の個々の変容状況を示した【表１】からもとらえることができ

ます。総じて、事前に低くとらえた児童の高まりが顕著であり、これは今まであまり経験のない具体

的なイメージプランを持ったり、実際に相互交流の場が設定されたりした成果と思われます。

さらに 「価値の把握」におけるＡ群 「評価の態度」におけるＤ群の事後の結果のばらつきは特、 、

。 「 」 、 「 」徴的です 有効なヒントなどの 質 を問題にしたことと たくさんのヒントが意欲につながった 量

を問題にしたことの違いが要因の一つと考えられます。

Ｎ＝70【表１】各構成要素の変容状況

注）各構成要素の変容状況の分析は、他の段階及び中学校の実践でも同形式で行いましたが、紙面の関係で以下は省略します。

目標の認知力 方法の理解 達成状況の認知力 価値の把握 評価の態度

事 後 事 後 事 後 事 後 事 後

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

事 Ａ 23 ２ 事 Ａ 10 ７ 事 Ａ 14 ４ 事 Ａ 19 ４ ２ １ 事 Ａ 10 ４ １

Ｂ ７ 25 ５ Ｂ 10 12 ５ Ｂ 10 16 ５ Ｂ ８ 13 ４ Ｂ ７ 16 ６

前 Ｃ ３ ３ １ 前 Ｃ ５ ７ 10 前 Ｃ ３ ７ ９ 前 Ｃ ８ ７ ２ 前 Ｃ ２ ６ ９

Ｄ １ Ｄ １ ３ Ｄ １ １ Ｄ １ １ Ｄ ２ １ ３ ３

目 標 の 方 法 の 達成状況 価 値 の 評 価 の

認 知 力 理 解 の認知力 把 握 態 度

事前 ３．２ ２．８ ２．９ ３．１ ２．７

事後 ３．４ ３．１ ３．２ ３．１ ２．９

【図７ 「とらえる」段階の状況 Ｎ＝70】
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イメージプランをもとに編成されたプロジェクト・グループ毎に、活動の内容「見通す」段階は、

、 「 」 。 、・方法・計画・役割分担 さらにセールスポイントを盛り込んだ 企画書 を作成しました そして

企画書のプレゼンテーションをとおして 「アドバイスカード」を用いて、相互評価及び自己評価を、

行いました。その際、評価の視点や項目等は指導試案に基づき、前回同様教師が提示しましたが、加

えて「他にはどんなヒントが考えられるかな」の欄を設定し、児童自身に評価の視点を自分で考える

ことの意識付けを行いました。

【図８】は、この段階における調査結果の平均値を

示したものです。

各要素について大きな数値の変化は見られませんで

したが 「目標及び達成状況の認知力」にやや上向きの、

結果がでています。これは、企画書づくりをとおして

自分たちの活動のイメージをもつことができ、さらに

セールスポイントを加えたことによって目標が明らか

になったためと考えられます。いずれの段階にも共通

して言えることですが 「目標の認知力」と「達成状況、

の認知力」の高まりには互いに相関が認められました。

また 評価の態度 については 活発なアドバイスカードの交換があり こんなにもらった 俺、「 」 、 、「 」「

が一番多いぞ」などの声が挙がり、素直に「量」の部分を喜び、それが意欲付けにつながっているも

のと思われます。この段階の特徴的な手だてとして講じた、児童自身に評価の視点を求めたことは、

数は少数でしたが 「相手が知りたいことか 「前時の学習がいかされているか」などが出され 「方、 」 、

法の理解」に通ずる有効な手だてになり得るものと考えます。

前段階の終末で修正を加えた「企画書」をもとに、１回目の追究・調査活動を行「探る」段階は、

いました。そして、ポスターセッション形式の中間まとめの発表・交流をとおして 「アドバイスカ、

ード」を用いて、相互評価及び自己評価を行いました。その際、評価の視点や項目等は指導試案に基

づき教師が提示し、前回同様「他にはどんなヒントが考えられるかな」の欄を設定し、児童自身が評

価の視点を自分で考えるように、さらなる意識付けを行いました。

【図９】は、この段階における構成要素の事前と事

後の調査結果の平均値を示したものです。

要素すべてに0.1～0.3の数値の高まりが見られまし

た。特に、前の「とらえる 「見通す」段階を通じて、」

「方法の理解」を除き最も高い数値となるとともに、

初めて「価値の把握」に数値の高まりがありました。

これらの結果は、企画書の修正をとおして目標の認

知が進んだことと、追究・調査活動が始まり、具体的

な活動と照らして評価活動が行われたためであると思

われます。それは 「ポートフォリオの記述例」からも、

明らかであり、アドバイスカードの内容もより詳しく

具体性をもったものになり 「参考になる 「とても具体的な」という記述がでてきています。これ、 」

目 標 の 方 法 の 達成状況 価 値 の 評 価 の

認 知 力 理 解 の認知力 把 握 態 度

事前 ３．２ ２．９ ３．０ ３．２ ２．８

事後 ３．３ ２．９ ３．１ ３．２ ２．９

【図８ 「見通す」段階の状況 Ｎ＝70】
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目 標 の 方 法 の 達成状況 価 値 の 評 価 の

認 知 力 理 解 の認知力 把 握 態 度

事前 ３．２ ２．８ ２．９ ３．２ ２．８

事後 ３．４ ２．９ ３．２ ３．３ ３．０

【図９ 「探る」段階の状況 Ｎ＝70】
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らが「価値の把握」の数値を高めた理由であると考えられます。

、 「 」 、 、また 児童が考える 他にはどんなヒントが考えられるかな の欄は 記述の数が増えるとともに

「新しい発見はあるか 「発表やまとめの仕方に工夫はあるか」といった内容や質を問うものが出て」

きたことは、評価の視点を内在化させようとする指導の意図に沿った成果と言えます。

自分たちの学習の成果を発表し、評価し合うことをとおして、成果の分析と「まとめる」段階は、

考察を行いました。この段階では、いままでの学習・評価活動の総まとめとして、自分たちのめあて

やセールスポイントに沿って評価の視点や観点などを考えさせ、評価カードを児童自身に作成させま

した。また、発表の場を参観日に設定し、保護者の評

価も受けることができました。

【図10】は、この段階における構成要素の事前と事後

の調査結果の平均値を示したものです。

構成要素のすべてが事前の結果を大きく上回り、なお

かつその数値はいままでの学習過程を通じて最も高いも

のとなっています。これは、評価カードを自作するという、独

自性が高く、具体的で、しかも初めて経験する学習活動である

ことから、好ましい結果をもたらしたものと考えられます。

前段階でまとめた成果をプロジ「ひろげる」段階は、

ェクトあるいは個人単位で外部への発信活動を行い、そ

の発信先からの反応や評価を受けての修正・改善等を加えたうえで、学習・評価活動全体を振り返っ

て評価を行う計画でした。

しかし、本指導実践では、時数及び研究推進上の事情から、発信活動の構想にとどまり、具体的な

発信活動の展開にまでは至りませんでした。そこで、事前及び事後調査の結果比較に変えて、ポートフォリオ

で振り返りながらこの段階で行った学習・評価活動全体の評価を行い、それをもとに分析・考察をしました。

イ 個別児童の自己評価能力の変容の状況

次頁【図11】は、個別児童Ｋ児のポートフォリオをもとに、主な学習活動の様子と自己評価能力に

かかわる変容の状況を再構成したものです。本研究では、児童個々の自己評価能力の高まりの状況を

、 、とらえる手だてとしてこれを活用しましたが 一人の児童のポートフォリオを活用することによって

一端にすぎないとはいえ、膨大な量の情報を得ることができ、教師が児童の学習活動を評価する際に

役立てられることをあわせて示したいという意図があります。

また、本来、このような方法は対象児童すべてになされるべきところですが、本研究では無作為に

５名の児童を抽出のうえ再構成を行いました。そのなかで、手だてと変容のかかわりが読み取りやす

注）分析・考察の詳細は、紙面の関係で省略します。い児童を例として示すこととします。

ウ 自己評価能力にかかわる意識の変容の状況

自己評価能力の構成要素を中心に、高まりの状況や学習・評価活動にかかわる意識について、児童

及び担任教師に事後調査した結果をもとに分析を行いました。

注）結果及び分析・考察の詳細は、紙面の関係で省略します。

以上のことから、指導試案に基づく本指導実践における手だてが、自己評価能力を高めるうえで有

効に機能したと考えました。

目 標 の 方 法 の 達成状況 価 値 の 評 価 の

認 知 力 理 解 の認知力 把 握 態 度

事前 ３．２ ２．９ ３．０ ３．２ ２．８

事後 ３．５ ３．３ ３．３ ３．４ ３．１

【図10 「まとめる」段階の状況 Ｎ＝70】
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過程 主な学習活動の様子 ポートフォリオ／評価情報等にみる自己評価能力にかかわる状況

・友だちの 「低学年にはわかりやすいし、１ 課題のイメージをもつ。 、
前の単元で調べた環境問題について 量もいっぱい紹介できる紙しばいがいい」と 、
ポスターをつくって、低学年を相手に というアドバイスは、大変効果的であり、
呼びかけよう、という活動のイメージ 本人も納得顔。ら
プランをもつ。 ・自分のイメージがなかなか広がらず困って

いたところでのアドバイスであり効果が大え ２ 課題の妥当性を検討する。
友だちとの発表・交流をとおして、 きかった。
低学年にはもっとおもしろい方法で ・おとなしい性格からか、友だちへのアドバる 「 」
「内容をもっとふくらませて」という イスはなかなかうまくできない様子 （た。
アドバイスをもらう。 だ 「自分らしさ」の視点は強く意識して、

いる様子） 【記述例】３ 課題を設定する。
「ザ・ネイチャーセーブ」グループ ・自分の考えを真剣に聞いて、アドバイスし 聞きたくない友だちの意見もあったが 「イン、
を立ち上げ、インターネットなどを活 てくれたことがとてもうれしかったのか、 ターネットを使う」など役に立つ意見も多かった
用しながら内容をさらに改善し、紙芝 事後の評価では「とても役に立った」をチ ので、それを生かして 「自分流に」がんばって、
居をつくることに決める。 ェックする。 いきたいと思う。

・企画書のプレゼンテーションでは「元気よ４ 課題解決への見通しをもつ。
グループ３人で役割を分担し、Ｋ児 く、わかりやすく」を自分の発表のめあて見
は主に絵を中心に担当し 「むずかしい に掲げたが、十分に達成できなかった。友、
ことをわかりやすく」を活動のめあて だちの評価も「元気が足りなかった」とい通
に決める。 うもの。反省では 「本番にはみんなに聞、

」 。す ５ 方法の適切性を検討する。 こえる声で元気よく発表する と記述する
企画書のプレゼンでは、発表原稿を ・内容的には 「キャラクター」のアドバイ、
用意し、自分たちのセールスポイント スがとてもうれしかった様子。
をアピールし、多くのアドバイスカー ・ 自分らしさ」の評価の視点をを意識して「
ドを手に、満足そうな表情を見せる。 いるようで、友だちへのアドバイスカード

にも「自分流」という言葉を連発する。 【記述例】６ 方略を確立する。
「オリジナルキャラクターを考えた ・自己評価では 「セールスポイントをうま 時間が少なく、見直しがほとんどできなくて、
」 、 。 、 。 、ら のアドバイスに 楽しそう また くＰＲできた」と記述する。 残念だった アドバイスをいっぱいもらったので
他のインターネットの活用のしかたを ・前段階と同様、アドバイスや評価の有用感 キャラクターづくりをがんばる。
参考にすることを決める。 は感じているようである。

・ むずかしいことをわかりやすく」という７ 追究活動を行う。 「
図書館やインターネットを活用して 明確な目標をもち、その実現をめざしてが探 、
内容の充実に努める。新しい情報を発 んばる。
見すると「やった！」の声。紙芝居作 ・低学年への発表では 「もっとゆっくり説、
成には本当に楽しそうに取り組む。 明して」という具体的な指摘があり、何度

も練習を重ねる。８ 活動の内容・方法を精査する。
実際に低学年に中間発表し、自分た ・その達成状況への周りの評価は満足できるる
ちの決めた「わかりやすかったか」の ものではなかったが、自分でもその意識が
質問に 「むずかしい」の反応。アドバ あったらしく、自己評価では「どちらかと、
イスカードも同じ意見が多く出される いえば不満足」をチェックし、さらに改善。

に努力する。 【記述例】９ 活動の内容・方法を再構築する。
内容をよりわかり易くするために、 ・さらに、他への評価のなかで 「発表の仕 いっぱいアドバイスをもらったが、ほとんど同、
難しい言葉の説明には絵を使ったり、 方がよい」と評価した相手の発表をまねよ じような内容だった。でも参考になりそうなもの
話し方のスピードを考えたり、改善に うとしていた。評価の視点「伝えたいこと が二つぐらいはあった。

」 。ついて話し合う。 がうまく伝わってきたか を強く意識する

・自作の評価カード作りでは 「二酸化炭素10 学習活動の成果を整理する。 、
内容や方法の改善とあわせ、自作の について 「酸性雨について」という内容ま 」
評価カード作りに取り組む。話し合い にかかわる項目と「内容がうまく伝わりま
の結果、発表の仕方ではなく、内容に したか」という発表の仕方にかかわる設問と
絞って評価してもらうことに決める。 を３段階で評価してもらう。

・ わかりやすかった」の評価には、素直にめ 11 学習活動の成果を分析・考察する。 「
保護者を含めて13人から評価しても 喜びを表す。
らい、満足な表情。評価の内容も好評 ・自作の評価カード作りでは、デザインなどる
だった様子 特に わかりやすかった の形式にこだわったり 「キャラクターを。 、「 」 、
には、達成感が浮かぶ。 使ったことがどうだったか聞けばよかっ

た」と話したり、とても楽しく、満足した 【記述例】12 学習活動の成果を再構成する。
特に 二酸化炭素についてわかった 様子。自己評価も「とても満足」をチェッ やはり自分たちが知りたいことを聞くことは「 」
の声があり、酸性雨についても内容を クする。 役に立つ。評価カード作りも楽しかったし、親
充実させるために、再度図書やインタ ・初めて事後調査の「評価の態度」が「３： の評価も高かったのでやってよかったと思う。
ーネットを使って調べ活動を行う。 達成」となる。

・自己評価や相互評価の結果が「あまり役に 【記述例】13 発信活動を行う。
自分たちががんばった成果を他の小 立たない 「進んでやろうとは思わない」 ○ 紙しばいのキャラクターづくりとアドバイスひ 」
学校や幼稚園などにも伝えたいという という事前の調査結果が顕著なＫ児であっ カード（※注 自作評価カードをさす）のデザ
希望を出す。 たが、学習活動を振り返っての全体の評価 インと質問づくりが一番楽しかった。ろ

結果では すべての項目に よくわかった ○ 自分をふり返ったり、評価することで、内容14 学習・評価活動全体の評価を行う。 、 「 」
ポートフォリオをめくったり、アド とチェックする。 がどんどんよくなっていく気がしてよかった。げ
バイスカードを読み返したりしながら ・他へのアドバイスカードの記述は「自分た 特に、中間発表で「むずかしい」と言われた
学習・評価活動を振り返る。 ちらしさが出ているか 「発表の内容がう ことで、みんなでどうしたらいいか考えたことる 」

まく伝わっているか」など、自分への評価 が成功した理由だと思う。15 評価結果の生かしかたを考える。
「 」 、 、次の活動のめあてがはっきりする を通じて強く意識させられた評価の視点に ○ 自分をふり返ったり 評価してもらうことは
ことが一番勉強できたことであり、こ かかわるものが多く見られる。 次にやることがわかっていい。これからも前の
れからも生かしたいと記述する 。 活動をどんどん生かしていきたいと思う。

【図11】 個別児童Ｋ児の変容の状況
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２ 中学校における指導実践
(1) 展開計画案
単元名 「パレットタイム－福祉・ボランティア－」
対 象 花巻市立花巻北中学校 第１学年 男子 名 女子 名 計 名６８ ６７ １３５

過程 学習活動及び内容 教師の指導・援助 ポートフォリオ
時間 〈活動の場〉 ／ 備考

イメージ化 （ガイダンス）１

１ 当初行ったチームのアイディアネットを発展させ、個別に学んだ成果をネットワーク型に整理する。
と
ら ○ 自分のポートフォリオからアイデ ・生徒個々のアイディアネットをB４版 自己評価カード「チェック
え ィアネットを取り出しその後の活動 の用紙の中央に貼り付け、付せん紙に 課 シート」
る ２ を通して気付いたことやわかったこ 今の時点でわかったことなどを思い出 題

とを、付せん紙に書き込み貼り付け して記入させる。 の チームのアイディアネット
る。 ・課題解決のキーとなる言葉を印刷した 妥 （チームで考えた発想の
○ カラーペンや形の枠を工夫し同じ A３版の用紙に学習ファイル・ポート 当 ウエビング）
ような内容や意味のグループ分け 階 フォリオ等を見返して、重要と思う点 性（
層と意味）を行う。 を単文か単語で書き込ませる。 の
○ グループそれぞれに名札をつけネ ・相互に情報交換させ、作業を進めるイ 検
ットワーク化する。 メージをつかませるか、優れたものを 討
○ この体験を通して感じたこと考え 提示する。 チームのアイディアネット
たことをもとに、成果や自分の成長 ・グループをまとめる言葉を決定させる
（グループの成長）について、具体
的に記述する。 ・付せん紙を配布し、体験の成果のうち
○ チームでポートフォリオを見返し 自分自身の成長について考えさせ、記 ４月からの学習の成果物や
記述にもれがないかをチーム内で確 入させる。 資料などを綴じ込んだ「学
かめる。 習ファイル」

、 。２ 個別のネットワークを持ち寄りいくつかのチームで話し合い採否を決め グループのアイディアネットをつくる
見 ２
通 ○ チームで作成したアイディアネッ ・お互いのアイディアネットを見取るよ 方 自己評価カード「チェック
す トを持ちより グループ内で見合い う促す。 法 シート」、 、

共通したり、同じようなものを指摘 ・ポートフォリオなどを参考に「何のた の
し合う。 めに 「何を 「どのように」したかっ 適」 」
○ グループの課題を中心に記入し、 たのかを確かめる。 切
チーム別に作成したネットの単文や ・視覚的な資料があると良い、ない場合 性 わかったことや疑問、感想
単語を切り離し、セロテープなどで は予定としてメモを貼り付ける。 の などを記入した「アイディ
同じようなものをまとめて留めてい ・わかりやすく、見やすくするためにイ 検 アネット」
く。 ラストなどの活用を考える。 討
○ クモの巣状にカラーペンなどで矢 ・これまでの活動で得た成果や感想をも
印を書き入れ関係づける。 とに意見や主張を組み立させる。
○ 課題解決に関して自分たちの意見 ・他チームの工夫を取り入れるなど、質
や主張（アピール）があれば記入す の高まりを意識させる。
る。
○ 他のグループとの情報交流を通し 振り返りのための自己評価
てよりよい整理の仕方・表現を追究 カード「チェックシート」
する。

３ 教師や外部講師との評価により、評価やアドバイス（発展性）等について総合されたネットに成長させる。
探
る ○ 当初の計画によってグループの課 ・共同評価をグループ毎に行う。 活 「学習ファイル」

題がどれぐらい解決されたか、今後 ・素朴な疑問の広がりや課題の関連につ 動
の発展的な課題を話し合い記入する いて考えさせる。 内
○ 他の先生にアドバイスを受ける。 ・課題追究のオリジナル性を考えさせる 容
○ 自分たちの課題追究の成果がなん ・成果を見極める（成果が生まれなかっ の 「学習ファイル」
であるかチームの中で確かめる。 た理由を見きわめられたことも成果と 精 「チェックシート」

なる 。 査）

４ 発信パンフレットとして工夫して完成させ、伝えたい相手を話し合って決め、様々な方法で発信する際の留意点
などを考える。

３
○ 自分たちの活動や成果を伝えるこ ・自分たちの活動が世界につながってい 成 パンフレットの下書きや資

ま とによって、自分たちが成長すると る反面、地道で身近な活動の重要性を 果 料
と 思われる相手や伝えたい相手を羅列 振りかえらせる。 の
め する。 ・相手を意図的に決めることを意識させ 分
る ○ 相手を特定し、言葉遣いや文字の る。 析

大きさ、イラストや写真、数値資料 ・パンフレットのサンプルを示す。 考
などの取り入れ方をチームで吟味する。 察
○ 作成したグループのアイディアネ
ットをもとにパンフレットを作る。



５ パンフレットを活用し情報の授受を通して新たな情報を取り込む。

○ 相手への発信の仕方や添え書きな ・パンフレットの基本的な要素を確認す 学習の進め方を説明する レ「
どの内容について構想する。 る。 クチャーシート」
○ 他のチームとの情報交流をする。 ・価値ある情報を得た場合はこれをパン

フレットに組み入れる。

６ 活動を通して学んだことを生かしてチームのアイディアネットを成長させる。

○ 当初の個別のアイディアネットと ・振り返りの観点を示し、該当するとこ 振り返りのための自己評価
パンフレットを比較し学習活動を振り返る。 ろについて考えを深める カード「チェックシート」
○ 成長するアイディアネットや新た ・発展的に思考させる。 作成したパンフレット

ま な広がりを発想する。
と ○ 内容的な深まりや広がりを振り返 ・課題追究についての内容的な認知の度
め る。 合いの確かめを行う。
る ○ 自分自身の深まりや広がりを振り ・課題追究を通して自分自身の考え方が 感想文

返る。 どう変わったかを強く意識させる。
○ 学習活動の成果の発展・深化を図 ・テーマ設定の理由を中心に進化した課
ることの意味や意義がわかる。 題解決学習の様子を中心にまとめさせ
○ 学習成果の交流を行う。 る。

・グループワークを通して「伝えたいこ学習活動の成果を分析・考察する
学習活動の成果を分析・考察する方 とが適切に伝達できたか 「学習の成」
法が理解できる。 果の確認 「発展的な課題は何か」な 自分の意見、考えを記入し」

どを意識させる。 たもの

自己評価の視点 教師評価の視点 評価の根拠となる資料等
（相互評価の視点） （他者・講師評価の視点）
（共同評価の視点） （共同評価の視点）

学習の成果や課題を自分なりに 学習活動の成果をまとめ、その分 ・パンフレット
まとめることができたか 析と考察を行うことによって活動を ・アイディアネット
ポートフォリオを使い分析や考 具体的に振り返り、他の学習場面や ・学習ファイル
察を通して活動を具体的に振り返 生活等に使えるよう意識しているか
ることができたか

学習活動の成果を再構築する。 ・グループワークにならって自己の学習
○ 成果の一層の発展・深化を図るた 活動の分析考察を行わせる。 この単元での学習成果物
めには、学習の成果について分析考 ・学習の成果について、チェックシート 「学習ファイル」
察することが大切だとわかる。 に従って振り返りを行わせる。

・ポートフォリオにより目的・計画・実 振り返りのための自己評価
行・成果の因果関係について整理させ カード「チェックシート」

○ 進んで学習活動の成果を分析・考 る。
察しようとする。
学習・評価活動全体の評価を行う
○ 学習・評価活動全体を評価する視 評
点がわかる。 ・望ましい活動のモデルとなる事例・行 価
○ 学習・評価活動の評価結果の生か 動を模索させる。 活
し方を考える。 ・自分自身やグループの活動をふりかえ 動
学習・評価活動全体を評価した内 りながら、活動を制御し、効果的と考 全 学習ファイル
容を、次の活動に生かすことの意味 えられる学習ができたことを確認さ 体
や意義がわかる。 せ、評価の生かし方を自覚させる。 の
○ 学習・評価活動全体を評価する方 評
１ 法がわかる。 ・サポートシートをもとに理解させる。 価 課題解決を支援する「サ
○ 次の活動の改善・修正を図るため ポートシート」

ひ には、学習・評価活動全体について ・活動全体の総合化（まとめ）の視点に
ろ 評価することが大切だとわかる。 ついて説明する。 感想文
げ
る 自己評価の視点 教師評価の視点 評価の根拠となる資料等

（相互評価の視点） （他者・講師評価の視点）
（共同評価の視点） （共同評価の視点）

学習で学んだことを、自分の生 一般化された学習活動の成果や課 ・パンフレット
き方や考え方・行動に生かそうし 題を、自己の生き方や考えと関わら ・各段階のアイディアネット
ているか せ、今後の在り方を考えようとして ・シート類 感想文

いるか ・学習ファイル・ポートフォリオ

〇 学年・全校発表会へ
〇 校外への発信へ 作成した「パンフレット」

総括的 ・自分の達成すべき目標や課題を知ることができる。
評価の ・自分の目標や状況・結果に関わる認知及び分析・評価の方法がわかる。
観点 ・自分の目標達成や課題解決の状況・結果及び方法の是非を知ることができる。

・自分自身を評価することの意義や有用性をとらえることができる。
・進んで自分を評価し、自己の向上や成長に役立てようとする気持ちをもつことができる。



 

 

 

 

(2) 指導実践の概要

【資料３】花巻北中学校「パレットタイム－福祉・ボランティア－」実践の概要

とらえる段階ー課題の妥当性の検討
イメージ化①

②個人でイメー
ジマップ作成

＜生徒のポートフォリオの主な記述例＞
○ ガイダンスを聞いてこんなことがわかったよ。
・これからのやり方がなんとなくわかったと思った。
・自分が気付かなかった方法を教えてもらったので取り
組んでみたい。
・難しそうだがチームの人と協力してがんばる。
○ 自分の考えをこんなふうに変えたよ。
・個人ファイルの記録メモや資料をもっと使いたい。
・できるだけ多くの人にわかってもらえるように、自分
たちの調べたことをわかりやすくまとめたい。
・伝える相手を学校だけではなく、自分が伝えたい相手
を考えてひろげていきたい。

○ これまでの活動や評価活動をふりかえっての感想は？
・これでまとめは終わったと思っていたがわからなかっ
たり、疑問な点が案外多いと気付いた。
・ 見る人に訴える工夫」を意識しながらふりかえるこ「
とは大切なことだと思う。
・最初はあまり考えていなかったがイメージマップの意
味がすこしだけわかった。
・何をやったらいいのかイメージがわかなかった。

＜生徒のポートフォリオの主な記述例＞
○ チームでの話し合いでこんなことがわかったよ。
・イメージマップは最初どういう事を書けばよいのかあま
りわからなくて、うまくまとめられたかわからないけ
ど、チームで協力して考えを出し合い思ったより早く
できて良かった。
○ 自分の考えをこんなふうに変えたよ。
・限られた時間で今までやってきたことを 「ああ、あん、
なことしたなあ」と思い出すことができたので良かっ
たです。
○ チームでのイメージマップづくりの活動と評価活動を
終えての感想は？
・みんな同じ時間だったのにこれだけ差があるのはすごか
った。
・とっておいた個人ファイルの資料が役に立った。

見通す段階ー方法の適切性の検討
チームでネット形式のまとめ①

学びの振り返り②
探る段階ー活動内容・方法の精査
グループ外交流
感想・意見・情報の収集と発信
（付せん紙を活用）

＜生徒のポートフォリオの主な記述例＞
○ 付せん紙のヒントでこんなことがわかったよ。
・他のチームの人が貼ってくれた付せんを見て見
直すところがわかった。
・付せんを見たらアドバイスがあったので、それ
を生かしていこうと思った。
・内容がないとダメ、自分たちの考えを言わない
とダメということがわかった。
○ 自分の考えをこんなふうに変えたよ。
・付せん紙を見て自分たちのアイディアネットが
どう思われているかがわかり、もっと考えなけ
ればと思った。
・アイディアネットを見直したらいらないところ
があったのでもっと整理したい。
・今まで自分のことしか考えていなかったけど、
指摘されて、自分のことがわかって、他の人の
ことも考えようと思った。
○ 付せん紙で情報交換の活動や評価活動を終えて
の感想は？
・ 見やすい「わかりやすい「すごい」というの「 」 」
が多く、もっと詳しく書いて欲しいと思った。
・付せんがたくさん貼ってあって、うれしかった
し自信がもてた。
・他の人がどんなところを評価しているのかがわ
かった。

まとめる段階ｰ成果の分析・考察
①パンフレットを企画
②パンフレットの下書きを先生
と共同評価
③他のチームやグループと情報
交換

ひろげる段階ー学習・評価活動
全体の評価
パンフレットの見直し①
相手を意識した発信活動②

生徒のポートフォリオの主な記述例
○ メンバーのヒントでこんなことがわかったよ。思ったよ。
・アドバイスを受け内容を良くするために他のチームの工夫したところなどをさらに詳しく見
た。
・見てもらう人のことを考えると、見やすく、開きやすく、あけたときにがっかりしないような
工夫が大切だ。
・パンフレットの折り方一つとってもいろいろな方法があることがわかった。
○ 自分の考えをこんなふうに変えたよ。
・パンフレットを通して何を言いたいのかをはっきりさせないとダメだ。
・パンフレットを作りながら 「何のために勉強してきたのか」がはっきりせず反省した。、
・たいていのことは、何でも調べられると思った。
・パンフレットにまとめるには、自分がよくわかっていないとまとめられないと思った。
○ パンフレットづくりと評価活動を終えての感想は？
・前の時間をふり返ってみると、何をやったか忘れていることも多かった。記録したりして忘れ
ないようにすることが大切だと思った。
・最初なかなかできあがりをイメージするのが難しかったが、他のグループの仕方と比べたり、
作りながらだんだん見えてきて終わり頃はけっこう楽しかった。

＜生徒のポートフォリオの主な記述例＞
○ パンフレットを企画してこんなことがわかったよ。
・パンフレットの折り方一つとってもどう折ればよいかわからなくなり大変だった
が、受け取る人のことを考えて工夫するようにした。
・パンフレットのレイアウトにあわせて、どんなふうに折れば位置はいいのか、ど
こに何を配置するのかなど、先生の話も参考にけっこう活発に話し合った。

○ 自分の考えをこんなふうに変えたよ。
・けっこうたくさんの付せんがついていたが、あまり役に立たないものも多かった。
・たくさんの付せん紙を見て自分たちの考えと比べながらまとめるのをがんばった。
・パンフレットのわかりやすさ・見やすさについて考えるようになった。
・たくさんのアイディアを出すことが大切だと思った。アイディアを生かして、下
書きに取り組みたい。

○ パンフレットづくりの活動と評価活動の感想は？
・キャッチコピーで自分たちの訴えたいことを伝えるのが大変だった。
・他の人たちからの感想の書いてある付せんを読んで、けっこうほめてもらえたの
でうれしかった。もう少してきぱきやれるようになれば、とてもいいものができ



(3) 実践結果の分析と考察

ア 学習過程における自己評価能力の高まりの状況

【図12】は における自己評価能力、「とらえる」段階

の五つの構成要素の事前と事後の調査結果の平均値を

示したものです。

「目標の認知力」の項目を除き、0.2～0.4の数値の

高まりがありました。これは、パンフレットの例や、

作成の方法や手順を具体的に教師が示したことで、自

分としてわかったかどうかの判断が明確化されたため

と考えられます。

「目標の認知力」については、いわゆる体験のため

の体験を行っていた生徒は、これまでに自己の目標を

曖昧にした活動を行っていたため、意識を変えるまで

にはに至らなかったものと思われます。

「達成状況の認知力」については、振り返る、構想

を練るなどの内面的な活動が主であったため、課題そのものを見直すところまでは至らなかったと考

えられます 「価値の把握」では、これまでの活動を振り返り、学んだこと考えたことを相手に伝え。

ることの意味等の観点で自分の活動を自己評価することの大切さなど課題を自覚しはじめた結果、意

識が高まり、大きな変容が見られたものと考えられます 「評価の態度」については、チェックシー。

トや前時の振り返り等を行ったことで、見直しが促され一定の意識の変容が見られました。

【図13】は における構成要素の事、「見通す」段階

前と事後の調査結果の平均値を示したものです。

各要素について0.1～0.4の変化が見られます。特に

「方法の理解 「達成状況の認知力」は他と比して変」

化が大きかった。これは、個別の活動からチームやグ

ループでの活動に発展する中で、調べ方やまとめ方の

見直しがわかり、進歩の様子が目に見えるようになっ

たためと考えられます。また 「目標の認知力」では、

変化があまり見られなかったが、試行錯誤を要する場

面が多く、調べ方やまとめ方を満足のいくようにはっ

きりさせる事ができづらかったものの、その大切さに

ついて「見通す段階」を経験して自覚が高まってきた

ものと考えられます。

「価値の把握 「評価の態度」については、後半のアイディアネットのまとめの活動を通して他者」

からのアドバイスなどに基づいた見直しをすることの大切さがわかり、チームで見直しを行ったこと

から変容が現れていると考えられます。

次頁【図14】は における構成要素の事前と事後の調査結果の平均値を示したものです。「探る」段階

目標の 方法の 達成状況 価値の 評価の

認知力 理 解 の認知力 把 握 態 度

事前 ２．２ ２．０ ２．３ ２．３ １．９

事後 ２．２ ２．４ ２．５ ２．６ ２．２

Ｎ＝123【図12 「とらえる」段階の状況】
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目標の 方法の 達 成 状 況 価値の 評価の

認知力 理 解 の認知力 把 握 態 度

事前 ２．５ ２．２ ２．２ ２．３ ２．１

事後 ２．６ ２．５ ２．５ ２．５ ２．３

【図13 「見通す」段階の状況 Ｎ＝123】
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すべての要素で数値の高まりが見られました。特に「目標の認知力」は前の段階から平均値が2.6

の数値を保ち、アイディアネットをより良いものにし

ようという高い意識の継続が見られます。

このことは 「ポートフォリオの主な記述例」から、

も明らかです。また「方法の理解」では、他者からの

評価情報をもとに、どんな視点で自分たちのアイディ

アネットが見られているかなど、要素的な面から分析

する生徒も増えており、見直し方について成長が見ら

れました 「達成状況の認知力」については 「見直し。 、

方の視点」とかかわって 「見やすさ 「簡潔さ 「価、 」 」

値ある内容」などの自己の評価規準をはっきりさせる

ことで、よさを評価できるようになったものと考えら

れます 「価値の把握 「評価の態度」は、いわば目的。 」

もはっきりしないままに「評価」してきたことを「目標の認知力」とのかかわりの中で考え直すこと

によって、視点を明確にして見直すことの大切さを理解し、実際の見直しを行うことによって評価の

意味をさらに深めて考えるようなったものととらえられます。

【図15】は における構成要素の、「まとめる」段階

事前と事後の調査結果の平均値を示したものです。

各要素において0.2～0.3の変化が見られました。

特にパンフレットを作る活動は初めての生徒が大部

分であることから、つまずきややり直し、他チーム

の様子をみることを通して「これでいいのか」と成

果を問い直すような行動がうかがえました。その結

、 「 」果 成果の見直しの重要性を意図する 価値の把握

が0.3の変化を示したものと考えます 「目標の認知。

力 「方法の理解」では、次の活動に生かしたいこ」

とを探しその大切さを意識するとともに、多面的、

継続的な評価活動を行ったことにより、ポートフォ

リオの活用の仕方などの評価活動について「評価を生かそう」とする意識が高くなったものと考えら

れます 「達成状況の認知力」では、この小単元で常に見直しを必要とする活動を行ってきたことか。

、 、 。「 」ら 内容や活動の改善点が意識できるようになり 一定の変容と定着が見られました 評価の態度

はチームでの共同評価の活動や話し合いが頻繁に行われたため0.3の数値で変容を示しました。

次頁【図16】は における構成要素の事前と事後の調査結果の平均値を示したも、「ひろげる」段階

のです。要素のすべてに、0.2～0.4の数値の高まりが見られた 「ひろげる段階」はいわば、単元全。

体のまとめに位置するため一連の活動を振り返った活動や評価活動の総括的な自己評価ともいえます。

「目標の認知力」は次の活動に生かすことを見付けることの大切さについて尋ねたものであり、継

。「 」続的・発展的な視点から活動を評価することの大切さがわかったことが読み取れます 方法の理解

目標の 方法の 達成状況 価値の 評価の

認知力 理 解 の認知力 把 握 態 度

事前 ２．４ ２．３ ２．２ ２．３ ２．１

事後 ２．６ ２．５ ２．４ ２．４ ２．３

Ｎ＝123【図14 「探る」段階の状況】
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【図15 「まとめる」段階の状況 Ｎ＝123】
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では、次の活動に生かすことを見つける見つけ方の理解を尋ねたものであり、全体の振り返りを大事

にしながら情報の交流やチームでの話し合いを通してこのことが身に付き始めたものと考えられま

す 「達成状況の認知力」は、全体の振り返りから次の活動に何を生かすかがわかるかということを。

尋ねたものです。他の数値と比較して満足のいく変化を示していると解釈できます 「価値の把握」。

についても学習や評価活動全体を振りかえることの

大切さについて尋ねたものであり「前時と本時」を

合わせた振り返りなどの実施により大切さがわかり

大きく変化しています 「評価の態度」については、。

次の活動に生かしたいことを見つけているかを尋ね

たものでしたが、校外への発信など十分に「ひろげ

る」活動時間がなかったために、構想が主というこ

ともあって大きな変化は見られませんでした。しか

し、0.2という数値の変化は、これまでの分析から考

えた場合、決して小さな変化とはいえないものです。

これらのことから、事前に比べ指導試案に基づいた

展開が評価活動を促し、自己評価能力を高めること

に効果があったと考えることができます。

イ 個別生徒の自己評価能力の変容の状況

注）小学校と同様の方法で行いましたが、分析・考察は紙面の関係で省略します。

ウ 自己評価能力にかかわる意識の変容の状況

以下に示すのは、評価の視点を意識化するために、自己評価能力の構成要素に基づいて作成したチ

ェックカードを用いて行った自己評価の結果です。この結果をもとに、学習活動にかかわる意識の変

容状況や意識の高まりの状況を分析しました。

なお、紙面の関係で途中の過程の分析結果を省略していますが25の設問を設定しました。

設問１ 今日行う課題をはっきりさせるため、わからなければ、友達や先生に聞いてみよう

と思いますか。

設問２ 今日行う作業のしかたがこれでいいのか、わからなければ、友達や先生に聞いてみ

ようと思いますか。

、 。設問３ 今日行う活動を最後に振り返りどこが良くなったか 自分で評価しようと思いますか

設問４ 前の時間を思い出し、自分たちのやっていることを見直してみることが意外と大切

だと思いますか。

設問５ 前の時間を反省して、今日のがんばる点（自分の課題）をはっきりさせようと思い

ますか。

強く思う：＋＋ 思う：＋ あまり思わない：－ まったく思わない：－－

設問１～５及び【図17】はアイディアネットを学習ファイルを使って、チームで発展させたり整理

したりする活動において意識を尋ねたものです。

何をすればいいのかやどのようにすればいいかを積極的に聞いてみようという意識が読み取れま

目標の 方法の 達 成 状 況 価値の 評価の

認知力 理 解 の認知力 把 握 態 度

事前 ２．３ ２．１ ２．０ ２．２ ２．１

事後 ２．６ ２．４ ２．４ ２．６ ２．３

【図16 「ひろげる」段階の状況 Ｎ＝123】
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す。このことは、体験的な活動を含めて総合的な学習の活動に対する意欲の高さを示すものと考えら

れます。

、 。しかし 振り返りによって改善した点や活動の自己評価についての意識の結果は低く表れています

Ｎ＝１２３これは、これまでに、学習内容そのもの

に自分なりの規準を設けて達成の状況

を把握し、学習の改善に結びつける経

験が少ないためと考えられます。設問

１、２と設問３、４、５の結果に大き

な差があることが注目されます。

【図17】意識の変容状況１

設問21 グループや他のチームのアイディアネットや活動を見て、次の自分たちの活動に生

かしたいことを見つけようと思いますか。

設問22 今までやってきたことや学習ファイルを振り返り、次の活動に生かすことの見つけ

方をもっとわかりたいと思いますか。

設問23 長かった今日までの総合的な学習を振り返ったとき、今日の活動でがんばる点（次

の活動に生かしたいこと）が何なのかをはっきりさせることが大切だと思いますか。

設問24 自分たちでは、完成と思っていたアイディアネットも見直しをしてみる（全員の目

で振り返ってみる）と、いろいろなことがわかり、振り返りは大切だと思いますか。

設問25 自分の課題を解決するため、調査活動の学習、振り返りを通した評価（ふせん紙や

コメント）など、全体を考えて次の活動に生かしたいこと（重点）を見つけようと思

いますか。

設問21～25及び【図18】はアイディ

アネットにまとめた内容をもとにパン

フレットを作成する活動において意識

を尋ねたものです。

設問21～25はこれまでの活動全体に

かかわる意識として見ることができま

す。設問21では目標の認知力に対する

高い意識、設問22では方法の理解、設

【図18】意識の変容状況４問23では達成状況の認知力、設問24では

価値の把握が意識の変容状況１と比べて、身に付いたことも含め、高まってきていることがわかりま

す。設問25は評価の態度にかかわるものですが、この結果からも本研究における自己評価能力の高ま

りが読み取れます。
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３ 自己評価能力が高まる「総合的な学習の時間」の学習活動の展開に関するまとめ

これまで生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」の充実に資することを目的に、自己評価能力

が高まる「総合的な学習の時間」の学習活動の展開に関する指導試案に基づき、小学校、中学校それ

ぞれの研究協力校における指導実践及び実践結果の分析と考察をとおして、その妥当性を検討してき

ました。検討をとおして明らかとなった成果と課題を述べ、まとめとします。

(1) 児童・生徒自身が自己評価やグループでの相互評価で獲得した情報を再評価しながら判断し

修正・改善をとおして次の学習活動に生かすような評価活動の在り方を明らかにすることがで

きました。

(2) 学習・評価活動の中に、メタ認知行動が求められる状況や場面を設定することで、活動を振

り返り、また他者の活動を俯瞰しながら評価活動と学習活動を一体化させる内容と方法を提示

することができました。

(3) 学習過程における「自己評価・相互評価・共同評価」の実際、また適時活用するポートフォ

リオ評価の一端を提示することができました。

(4) 児童生徒のプレゼンテーションする力や情報の収集及び発信力等のスキルの向上、評価に対

する意識の転換と高揚についての指導・援助の在り方を提示することができました。

(5) 自己評価・相互評価を繰り返すことで、自己改善のための認識を深めることができ、自己の

学習や生活の在り方、生き方についての考えを深めることができました。

(6) 自己評価能力の高まりのとらえ方、また生きる力とのかかわりの明確化、具体的な手だての

簡略化など、さらに改善を加えていく必要があることがわかりました。

、「 」 、 、以上のことから 総合的な学習の時間 において 自立や自己改善を促す指導・援助を基盤にし

学習活動と評価活動の一体化した展開を図ることによって、児童生徒の自己評価能力が高まり、生き

る力をはぐくむ「総合的な学習の時間」の充実に役立つことが確かめられました。

Ⅴ 研究のまとめ
１ 研究の成果

本研究のねらいは、平成12年度から２年間にわたって、自己評価能力が高まる「総合的な学習の時

間」の学習活動の展開の在り方を明らかにし、生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」の充実に

資することでした。

平成12年度は、２年次研究の第１年次として、自己評価能力が高まる学習活動の展開を中心に、生

きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」に関する基本的な考え方についての検討を行い、基本構想

を立案するとともに、それに基づく指導試案を作成しました。

研究の完結年度である平成13年度は、指導試案に基づく指導実践及びその結果の分析と考察をとお

して指導試案の妥当性を検討し、生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」に関するまとめを行い

ました。ここでは、それらの研究内容について概括的にまとめることとします。

(1) 生きる力と「総合的な学習の時間」のかかわり、自己評価能力の意義や「問題解決プロセスと

メタ認知」の構造及び構成する要素等について明らかにすることができました。

(2) 「プランニング→モニタリング→修正（強化 」の自己評価の構造や評価サイクルを中核とし）



、 、 「 」た 自己評価能力が高まる学習活動の展開を中心に 生きる力をはぐくむ 総合的な学習の時間

の学習活動の展開に関する基本構想を立案することができました。

(3) 自立や自己改善を促す指導・援助を基盤として、学習活動と評価活動が一体化された「総合的

な学習の時間」の学習活動の展開を中心に、児童生徒自身が自分の獲得した情報を次の学習活動

に生かすために 「自己評価・相互評価・共同評価・ポートフォリオ評価」の活用を取り入れ、

た、自己評価能力が高まる学習活動の展開に関する指導試案を作成することができました。

(4) 指導試案に基づき、小・中学校それぞれの研究協力校における指導実践を行い、児童生徒の自

己評価能力の高まりの状況及び意識の変容を分析することができました。それにより、指導試案

が児童生徒の自己評価能力を高めるうえで妥当であることを確かめられました。

(5) 生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」に関して、自己評価能力が高まる学習活動の構想

と展開をとおして、成果と課題を明らかにすることができました。

２ 今後の課題

この研究では、生きる力をはぐくむ「総合的な学習の時間」の充実に資するために、自己評価能力

が高まる学習活動の展開を中心に、理論構築とあわせ、実践を積み重ねてきました。

今後は、児童生徒の発達段階と自己評価能力のかかわり、自己評価能力の高まりをとらえるより適

切な方法、さらには自己評価能力を高める具体的な手だての改善などについて検討していく必要がある

と考えます。

おわりに
この研究を進めるにあたって、多大なるお力添えと励ましをいただきました研究協力校の花巻市立

花巻小学校並びに花巻市立花巻北中学校の校長先生をはじめ諸先生方、児童生徒の皆さんに対し、心

より厚く感謝申し上げ、研究の結びといたします。
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